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平成 13年度年次晩餐会

華やいだ雰囲気のなか懇親

13年度を振り返って挨拶する大塚博美会長

平
成
十
三
年
度
の
年
次
晩
餐
会
は
十

二
月

一
日
午
後
六
時
か
ら
、
東
京

・
品

川
の
新
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
国
際
館

パ
ミ
ー
ル
三
階

「北
辰
」
で
、
五
百
二

十
人
の
会
員
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。

こ
の
日
、
皇
太
子
妃
雅
子
さ
ま
が
女
の

お
子
さ
ま
を
出
産
さ
れ
た
。
皇
太
子
さ

ま
の
お
喜
び
は
、
い
か
ば
か
り
か
と
拝

察
し
つ
つ
、
い
つ
に
も
ま
し
て
華
や
い

だ
雰
囲
気
で
の
懇
親
を
楽
し
ん
だ
。
若

い
人
の
活
躍
が
目
立

っ
た
晩
餐
会
で
も

あ
っ
た
。

■
会
長
挨
拶

会
員
六
千
人
を
超
え
る

冒
頭
、
大
塚
博
美
会
長
は
、
こ
と
し

を
振
り
返

っ
て
、
次
の
よ
う
に
挨
拶
し

た
。

一
、
と
に
か
く
内
親
王
の
誕
生
を
お
祝

い
し
た
い
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
山
岳
会
は
、
こ
の
一
年
間
に
百
七

十
人
の
新
し
い
会
員
を
得
て
、
六
千
五

十
人
と
な

っ
た
。
し
ば
ら
く
横
ば
い
状

態
だ
っ
た
が
、
や
っ
と
六
千
人
の
大
台

に
乗
せ
た
。
平
均
年
齢
は
六
十
歳
と
昨

年
よ
り
ま
た

一
歳
ふ
え
た
。
若
年
会
員

が
ふ
え
る
よ
う
、
あ
き
ず
に
執
念
深
く

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。
二
〇
〇
五

年
の

「百
周
年
」
を
控
え
、
五
月
に
は

記
念
事
業
の
企
画
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
た
。
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

の
も
と
枠
組
み
を
ま
と
め
て
い
る
。
来

春
に
は
会
員
に
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
お
知

ら
せ
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
ル
ー
ム
が
手
狭
に
な
っ
て
お
り
、

拡
充
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た

と
こ
ろ
、
同
じ
建
物
の
三
階
に
２
Ｌ
Ｄ

Ｋ
（十
五
坪
）
の
空
き
が
で
き
た
の
で
借
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り
増
す
こ
と
に
し
た
。
談
話
室
、
編
集

室
、
資
料
室
な
ど
と
し
て
利
用
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

一
、
海
外
登
山
に
つ
い
て
は
、
九
月
の

同
時
多
発
テ
ロ
の
影
響
が
出
て
い
る
。

ひ
と
つ
は
、
中
国
登
山
協
会
か
ら
の
提

案
で
予
定
し
て
い
た
チ
ベ
ッ
ト
の
未
踏

峰
で
あ
る
シ
マ
カ
ン
リ
ヘ
の
偵
察
隊
派

遣
。
も
う
ひ
と
つ
は
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ

の
東
に
あ
る
サ
ン
ル
ン
の
登
山
が
延
期

と
な
っ
た
。
日
本
山
岳
会
の
海
外
登
山

基
金
の
援
助
で
桜
門
山
岳
会
が
計
画
し

て
い
た
。
し
か
し
、
七
～
八
月
に
は
、

ガ
ッ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム
ー

・
Ⅱ
峰
の
連
続

登
山
に
成
功
、
ま
た
東
海
支
部
が
ロ
ー

ツ
ェ
南
壁
の
冬
期
登
攀
を
開
始
し
た
。新永年会員は14名  永年会員証が手渡された

日
印
合
同
で
の
東
カ
ラ
コ
ル
ム
の
踏
査

の
準
備
も
進
ん
で
い
る
。

一
、
第
四
回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
は
、

登
山
の
運
動
生
理
学
を
研
究
さ
れ
実
践

的
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
て
き
た
山
本
正

嘉
さ
ん
に
贈
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
石
川
直
樹
さ
ん
に
会
長
特
別
賞
を

贈
る
こ
と
と
し
た
。
北
極
か
ら
南
極
ま

で
カ
メ
ー
や
ス
キ
ー
、
自
転
車
を
乗
り

継
い
で
踏
破
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、

世
界
七
大
陸
最
高
峰
を
最
年
少
で
登
頂

さ
れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
も
の
だ
。

■
永
年
会
員
の
紹
介

四
十
人
の
物
故
会
員
に
対
し
て
黙
祷

し
た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。
続
け
て
新
し
い
永
年
会
員
が

発
表
さ
れ
た
。新
永
年
会
員
は
十
四
人
。

小
倉
董
子
会
員
、
室
賀
輝
男
会
員
、
梅

樟
忠
夫
名
誉
会
員
が
出
席
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
大
塚
会
長
か
ら
永
年
会
員
章
が
手

渡
さ
れ
た
。
新
永
年
会
員
を
代
表
し
て

小
倉
会
員
は

「十
八
歳
の
時
に
上
京
、

早
稲
田
大
学
に
入
学
し
た
。
女
子
は
入

れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
先
輩

の
決
断
で
山
岳
部
に
、
そ
し
て
日
本
山

岳
会
に
入
会
し
た
。
永
年
会
員
と
し
て

は
最
年
少
か
も
し
れ
な
い
。
人
の
利
と

自
然
に
感
謝
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教

え
て
い
た
だ
い
た
」
と
挨
拶
し
た
。

新
永
年
会
員

津
川
昌
平
（三
八
八
五
）、
藤
井
保

（三
九
〇
六
）、
榎
本
進
（三
九
〇
七
）、

小
倉
董
子
（二
九
〇
八
）
、
大
久
保
勝
己

（三
九

一
〇
）、
藤
本
高
嶺
（三
九

一
五
）、

室
賀
輝
男
（三
九
二
五
）
、
原
田
幹
市

（三
九
四
六
）
、
大
内
来
三
（三
九
五
四
）
、

古
田
初
太
郎
（二
九
五
八
）、
梅
樟
忠
夫

（二
九
六
三
）、
竹
内
尭
（三
九
七
二
）
、

北
村
武
彦
（二
九
七
三
）、
小
林
雄
次
郎

（三
九
七
五
）

■
石
川
会
員
に
会
長
特
別
表
彰

第
四
回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
と
会
長

特
別
表
彰
の
表
彰
式
が
あ
り
、
大
塚
会

長
が
山
本
会
員
、
石
川
会
員
に
表
彰
状

を
手
渡
し
た
。
山
本
会
員
は

「人
間
を

対
象
と
す
る
科
学
で
あ
り
、
実
に
多
く

の
人
の
協
力
を
得
た
。
感
謝
し
た
い
」

と
挨
拶
。
ま
た
石
川
会
員
は

「
つ
い
先

日
ま
で
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
に
い
た
。
星
や

風
を
頼
り
に
し
た
航
海
技
術
を
勉
強
し

て
い
た
。
山
に
登
る
の
も
川
を
下
る
の

も
海
を
渡
る
こ
と
も
同
じ
で
あ
り
、
自

分
の
身
で
自
然
を
感
じ
取
っ
て
い
き
た

い
。
多
く
の
人
に
感
謝
し
た
い
」
と
語

っ
た
。
昨
年
は
、
山
本
俊
雄
会
員
が
会
長
特

別
賞
を
受
け
た
。
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
に
六

十
三
歳
と
い
う
最
高
年
齢
で
登
頂
さ
れ

た
。
会
長
は
日
本
の
元
気
印
だ
と
言
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
石
川
会
員
は
大
学
四

年
生
だ
。
若
さ
を
発
揮
し
て
の
行
動
が

特
別
賞
に
つ
な
が
っ
た
。

続
い
て
、
新
人
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

新
人
を
代
表
し
て
、
高
橋
未
玲
会
員
が

挨
拶
し
た
。
大
学
三
年
生
で
あ
る
。
日

本
山
岳
会
の
平
均
年
齢
を
下
げ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。

「空
に
は
鳥
、
森
に

は
獣
、
川
に
は
魚
―

と
い
う
言
葉
が

好
き
だ
。
里
山
を
残
し
て
欲
し
い
。
豊

か
な
か
け
が
え
の
な
い
自
然
を
愛
し
、

山
を
極
め
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
、
盛

大
な
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
。

恒
例
の
鏡
開
き
は
、
大
塚
会
長
の
ほ

か
、
山
本
正
嘉
、
石
川
直
樹
、
本
下
是

雄
、
田
中
文
男
の
各
氏
が
お
こ
な

っ
た
。

酒
は
故
今
西
壽
雄
名
誉
会
員
の
夫
人
か

ら
寄
贈
の
あ
っ
た

「四
海
王
」
。
恒
例

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
山
田
二
郎
名
誉

会
員
の
音
頭
で
乾
杯
し
会
食
に
は
い
っ

た
。
山
田
名
誉
会
員
は
乾
杯
に
先
立
ち

「内
親
王
の
誕
生
を
祝
い
、
安
全
登
山
、

会
員
の
健
勝
を
祈
念
し
た
い
。
そ
し
て
、

こ
れ
は
献
杯
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

同
時
多
発
テ
ロ
の
犠
牲
者
を
忍
び
た

い
」
と
語
っ
た
。

こ
と
し
の
晩
餐
会
に
は
、
全
国
二
十

五
支
部
か
ら
百
五
十
八
人
が
出
席
し
た
。

会
食
を
は
さ
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部

(2)

■
■
■

・
ち

仄:織 |:壺:::轟 ::|::



山 679-2001012・ 20(第二種郵便物認可)

上・新入会員を代表し

て会の平均年齢を下げ

た大学3年生の高橋未

玲会員が挨拶 右・恒
例の鏡開きは秩父宮記

念山岳賞授賞の山本正

嘉会員、会長特別賞の

石川直樹会員らによっ

て行われた 左・和や
かに談笑する会員たち

の
活
動
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
た
。
支
部

の
活
動
は
活
発
で
あ
る
。
北
海
道
支
部

は
第
二
回
Ｊ
Ａ
Ｃ
自
然
児
学
校
を
新
冠

町
で
開
催
し
た
。
山
陰
支
部
は
支
部
設

立
五
十
周
年
を
迎
え
た
。
石
川
支
部
は

九
月
に
全
国
懇
談
会
を
片
山
津
で
実
施

し
た
。来
年
は
広
島
支
部
が
開
催
予
定
。

宮
崎
支
部
は

「み
や
ざ
き
百
山
」
を
刊

行
し
宮
崎
日
日
新
聞
社
の
出
版
文
化
賞

を
受
け
た
。
東
海
支
部
は
ロ
ー
ツ
ェ
南

壁
へ
の
冬
期
世
界
初
登
攀
に
挑
戦
す
る
。

紹
介
さ
れ
る
た
び
に
会
場
の
あ
ち
こ
ち

か
ら
応
答
の
声
が
上
が
り
、
大
き
な
拍

手
が
そ
れ
に
重
な

っ
た
。

■
科
学
委
員
会
が
活
動
紹
介

隣
接
す
る
慶
雲
の
間
。
科
学
委
員
会

の
活
動
が
パ
ネ
ル
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

委
員
会
は
、　
一
九
八
〇
年
に
故
西
堀
栄

三
郎
氏
の
提
唱
で
設
置
さ
れ
た
と
い
う
。

パ
ネ
ル
に
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
探
索

山
行
、
講
演
会
な
ど
の
活
動
が
紹
介
さ

れ
て
い
た
。
ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ
ト
ク
ラ

ブ
は

「日
本
の
山
登
り
は

〃環
境
と
の

共
生
〃
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な

い
」
と
し
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
考
え
る
写
真

を
展
示
。
さ
ら
に
日
本
山
岳
会
が
所
蔵

し
て
い
る
ビ
デ
オ
が
映
写
さ
れ
た
。

一
階
の
瑞
光
の
間
で
は
、
午
後
二
時

三
十
分
か
ら
、
明
治
大
学
山
岳
部

・
炉

辺
会
の
ガ
ッ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム
ー

・
Ⅱ
峰

連
続
登
頂
の
報
告
会
が
あ
っ
た
。
日
本

山
岳
会
の
海
外
登
山
基
金
助
成
対
象
登

山
で
あ
る
。
こ
と
し
七
～
八
月
に
Ｉ
峰

と
Ⅱ
峰
の
連
続
登
頂
に
成
功
し
た
。
登

頂
の
様
子
を
ビ
デ
オ
で
鑑
賞
、
ま
た
登

頂
に
い
た
る
ま
で
の
ハ
ー
ド
な
訓
練
な

ど
に
つ
い
て
高
橋
和
弘
隊
長
の
話
が
あ

っ
た
。
第
四
回
秩
父
宮
山
岳
賞
を
受
賞
さ
れ

た
山
本
正
嘉
会
員
の
講
演
が
あ
っ
た
。

山
本
会
員
は
運
動
生
理
学
と
い
う
観
点

か
ら
登
山
を
研
究
し
て
き
た
。
ト
ラ
ブ

ル
を
予
防
し
、
よ
り
安
全

・
快
適

・
健

康
的
に
登
山
す
る
た
め
に
は
身
体
を
ど
　
＞

う
扱
え
ば
い
い
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
　
＜

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え

る
の
だ
と
い
う
。

「登
山
の
小
ラ
ブ
ル

の
発
生
は
年
齢
・性
別
に
関
連
が
な
い
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
め
ば
誰
で
も
信
じ

ら
れ
な
い
よ
う
な
能
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
、
豊
富
な
デ
ー
タ

を
も
と
に
し
た
研
究
成
果
の
紹
介
が
あ

っ
た
。
翌
日
の
懇
親
山
行
は
、
東
京

・
奥
多

摩
の

「日
の
出
山
」
で
行
わ
れ
た
。
地

方
支
部
か
ら
の
参
加
者
四
十
六
名
。
山

頂
で
は
ト
ン
汁
に
舌
つ
づ
み
を
打
ち
、

晩
秋
の
一
日
を
楽
し
ん
だ
。

（写
真

・
今
村
千
秋
　
文

・
高
橋
重
之
）
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報告

山 679-2001・ 12・ 20(第二種郵便物認可)

第
二
十
七
回
自
然
保
護
全
国

集
会
　
大
台
ケ
原
で
開
催

二
〇
〇

一
年
度
全
国
集
会
は
十
月
六

日
０
、
七
日
０
の
両
日
、
関
西
支
部
主

管

「大
台
ケ
原

・
大
峰
の
自
然
を
守
る

会
」
の
全
面
的
協
力
を
受
け
、
大
台
ケ

原
山
麓
の
奈
良
県
川
上
村
に
て

『大
台

ケ
原
の
自
然
保
護
活
動
』
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
た
。
参
加
は
首
都
圏
お
よ
び

岩
手
、
秋
田
か
ら
熊
本
に
い
た
る
十
二

支
部
の
自
然
保
護
委
員
と
熱
心
な
会
員
、

地
元
大
台
ケ
原

・
大
峰
の
自
然
を
守
る

会
の
会
員
等
総
勢
約
九
十
名
の
参
加
と

な
っ
た
。
初
日
視
察
、
二
日
目
に
講
演
、

討
議
を
行
っ
た
。

大
台
ケ
原
の
貴
重
な
大
自
然
は
、　
一

九
二
六
年
二
月

一
日
に
吉
野

・
熊
野
国

立
公
園
に
指
定
さ
れ
、
国
民
の
財
産
と

し
て
後
世
に
残
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

だ
が
戦
後
に
い
た
っ
て
、高
度
成
長
・経

済
開
発
優
先
の
波
に
の
ま
れ
大
峰

・
白

川
又
林
道
の
問
題
で
大
き
く
ゆ
れ
た
。

本
会
で
は

一
九
七
六
年
の
第
二
回
自

然
保
護
全
国
大
会
上
高
地
集
会
で
こ
の

問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
深
く
か
か
わ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
の
織
内
信
彦

副
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
執
行
部
は
、

翌
年
六
月
の
現
地
視
察
後
に
『大
峰
・大

台
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
』
を
採
択
し
、
行

政
へ
働
き
か
け
た
「
九
月
に
は
西
堀
栄

三
郎
会
長
お
よ
び
山
本
良
三
委
員
長
名

で

『大
峰

・
白
川
又
流
域
の
林
道
建
設

中
止
の
要
望
並
び
に
質
疑
に
つ
い
て
』

を
奈
良
県
知
事
に
提
出
し
た
。
七
八
年

六
月
再
度
、
県
に
要
望
書
を
提
出
し
、

七
九
年
五
月
に
は
当
委
員
会
と
奈
良
県

当
局
の
直
接
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
計

画
の
縮
小
、
林
道
路
線
短
縮

・
路
線
変

更
な
ど
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
大
き
な
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
日
本
山
岳

会
な
ら
で
は
の
活
動
と
高
い
評
価
を
受

け
た
。
四
半
世
紀
が
過
ぎ
、
昨
年
の
第
二
十

六
回
全
国
集
会
（『百
名
山
ブ
ー
ム
の
自

然
保
護
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
』
が

テ
ー
マ
）
に
お
い
て
大
台
ケ
原
山
岳
観

光
開
発
の
諸
問
題
が
関
西
支
部
よ
り
報

告
さ
れ
た
。

内
容
は

〃登
山
道
と
は
似
て
も
似
つ

か
ぬ

『空
中
回
廊
』
と
称
さ
れ
る
鋼
の

橋
梁
式
階
段
木
道
が
膨
大
な
費
用
を
か

け
施
設
さ
れ
、
さ
ら
な
る
延
長
工
事
が

進
行
中
で
あ
る
〃
。
公
聴
会
な
ど
で
十

分
な
説
明
と
討
議
も
な
い
ま
ま
、
行
政

主
導
で
な
し
崩
し
に
進
め
ら
れ
た
。
ま

た
ト
ウ
ヒ
林
の
立
ち
枯
れ
衰
退
に
つ
い

て
、
整
合
性
あ
る
研
究
調
査
も
脆
弱
の

ま
ま
、
そ
の
原
因
を
シ
カ
の
食
害
に
よ

る
と
し

〃害
獣
と
し
て
駆
除

（殺
数
）

す
る
計
画
が
進
行
中
で
、
そ
の
う
え
無

意
味
と
も
い
え
る
巨
大
な
防
鹿
柵

（鋼

製
の
フ
エ
ン
ス
）
を
設
置
し
た
〃
と
い

う
も
の
。
行
政
の
説
明
は
そ
れ
ぞ
れ

「公
園
訪
問
者
の
踏
圧
か
ら
植
生
を
保

全
す
る
た
め
に
歩
行
の
ル
ー
ト
を
固
定

す
る
」
「シ
カ
を
適
正
数
ま
で
駆
除
し
、

そ
の
う
え
柵
を
し
て
ト
ウ
ヒ
林
の
苗
を

移
植
す
る
」
と
し
て
い
る
。
利
用
最
優

先
の
、
ま
さ
に
自
然
を
無
視
し
た
事
態

と
発
表
さ
れ
た
。

景
観
阻
害
も
含
め
て
、
自
然
保
護
と
　
＞４

利
用
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
、
今
年
の
　
＜

全
国
集
会
で
直
接
取
り
上
げ
る
こ
と
に

な

っ
た
。

集
会
初
日
の
六
日
０
、
参
加
者
は
午

前
九
時
大
和
上
市
駅
前
に
集
合
。
二
班

に
別
れ
大
台
ケ
原
の
状
況
視
察
に
出
発
。

珍
し
く
好
天
に
恵
ま
れ
秋
色
に
染
ま
り

か
け
た
背
景
の
中
、
Ａ
班
五
十
二
名
は

大
台
ケ
原

・
大
峰
の
自
然
を
守
る
会
会

長

・
田
村
義
彦
氏

（当
会
会
員
）
の
解

説
と
森
本
（幸
）、
森
本
（繁
）両
来
住
氏

の
案
内
で
、
中
ノ
谷
か
ら
の
旧
道
を
三

津
河
落
山

・
ナ
ゴ
ヤ
岳

・
巴
岳

・
日
出

ケ
岳

・
正
木
嶺

ｏ
尾
鷲
辻

・
大
台
ケ
原

駐
車
場
ま
で
視
察
。
ト
ウ
ヒ
の
原
生
林

84名が参加して活発な討論が展開された

日本山岳会の各委員会

同好会の活動報告です。
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山 679-2001・ 12・ 20(第二種郵便物認可)

大台ケ原山の最高峰日出ケ岳から正木嶺を取り巻く「空中回廊」

と
巨
大
な
防
鹿
柵
『ゾ
ウ
の
檻
』
、
工
事

中
の
防
鹿
網
、
敷
設
さ
れ
た

『空
中
回

廊
』
の
実
情
を

つ
ぶ
さ
に
見
て
ま
わ

っ

た
。Ｂ
班
は
大
台
ケ
原

・
大
峰
の
自
然
を

守
る
会
の
谷
幸
三
事
務
局
長
と
井
出
氏

の
説
明
と
案
内
で
駐
車
場
か
ら
日
出
ケ

岳

ｏ
正
本
嶺

・
尾
鷲
辻

・
大
蛇
グ
ラ
周

辺
を
巡

っ
た
。
二
十
五
年
経

っ
て
状
況

が
好
転
し
て
い
る
ど
こ
ろ
か
、　
一
層
悪

く
な

っ
て
い
る
現
状
を
知
ら
さ
れ
る
こ

と
に
な

っ
た
。
予
算
あ
り
き
の
悪
し
き

公
共
事
業
と
全
く
同
じ
現
状
に
参
加
者

か
ら
嘆
き
の
声
が
あ
が

っ
た
。

懇
親
会
は
同
日
午
後
七
時
よ
り
川
上

村

「ホ
テ
ル
杉
の
湯
」
に
て
、
阪
下
幸

一
関
西
支
部
自
然
保
護
委
員
長
の
司
会

で
始
ま
る
。長
尾
悌
夫
副
会
長
か
ら
「個

人
と
し
て
大
台
ケ
原
の
認
識
は
薄
い
部

分
も
あ
っ
た
が
、
自
然
保
護
は
日
本
山

岳
会
の
定
款
の
ひ
と
つ
の
柱
で
も
あ
り
、

山
岳
人
と
し
て
高
い
意
識
で
取
り
組
ん

で
欲
し
い
」
趣
旨
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

吉
野
林
業
発
祥
の
地
元
川
上
村
の
大
谷

一
二
村
長
は
、
自
然
と
融
和
し
な
が
ら

生
活
す
る
村
の
現
況
か
ら
皆
伐
問
題
で

揺
れ
る
吉
野
川
源
流
三
之
公
谷
二
八
二

り
を

『水
源
地
の
森
』
と
し
て
村
で
買

収
、
原
生
林
は
絶
対
に
伐
採
し
な
い
と

明
言
。
さ
ら
に
先
人
た
ち
の
意
思
を
引

き
継
ぎ
購
入
を
続
け
る
決
意
を
披
露
し

満
場
の
拍
手
を
浴
び
た
。

吉
村
健
児
北
九
州
支
部
長
の
乾
杯
の

音
頭
の
後
、
参
加
者
全
員
の
自
己
紹
介

か
ら
賑
や
か
に
進
行
、
視
察
の
見
間
に

議
論
を
沸
か
せ
、
懇
談
は
午
後
九
時
ま

で
盛
り
上
が
り
お
ひ
ら
き
と
な
っ
た
。

二
日
目
の
七
日
ω
は
、
安
井
康
夫
本

部
自
然
保
護
委
員
、
篠
崎
仁
自
然
保
護

委
員
長
の
司
会
で
午
前
八
時
よ
り
討
論

会
を
開
催
し
た
。
芳
賀
芳
郎
副
会
長
よ

り

「自
然
保
護
は
山
登
り
と
と
も
に
日

本
山
岳
会
の
活
動
の
両
輪
で
あ
り
、
太

い
柱
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

長
い
歴
史
を
持
つ
英
国
ア
ル
パ
イ
ン
ク

ラ
ブ
に
は
公
正

・
平
静

・
忍
耐
強
く
と

い
っ
た
ス
ピ
リ
ッ
ツ
が
営
々
と
し
て
い

る
。
会
員
の
社
会
的
ス
テ
ー
タ
ス
が
高

い
の
は
、
そ
の
中
の
公
正
と
い
う
精
神

に
尽
き
る
。
こ
こ
に
集
ま
っ
た
人
た
ち

は
自
然
保
護
の
パ
イ
オ
ニ
ア
か
つ
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
。
登
山
活
動
も
自
然
保
護

も
フ
ェ
ア
で
あ
っ
て
こ
そ
評
価
に
つ
な

が
る
。
こ
の
場
は
社
会
的
責
任
の
意
義
、

行
動
の
評
価
の
再
認
識
を
す
る
よ
い
機

会
で
あ
る
」
と
挨
拶
さ
れ
、
阿
部
和
行

関
西
支
部
長
は
豊
富
な
体
験
に
基
づ
く

独
自
の
自
然
保
護
論
を
披
露
。
四
十
年

前
の
大
台
ケ
原
登
山
体
験
を
導
入
部
に

「自
然
に
か
か
わ
る
多
く
の
問
題
に
、日

本
人
を
は
じ
め
と
し
て
東
洋
人
は
意
識

が
低
い
傾
向
に
あ
る
。
欧
米
と
比
較
す

る
と
国
土
の
広
さ
と
人
口
の
比
率
に
関

係
が
あ
る
よ
う
だ
。
林
業
の
衰
退
も
個

性
の
な
い
自
然
に
し
て
し
ま
っ
た
わ
が

国
の
人
の
住
処
の
連
続
と
い
っ
た
現
状

に
そ
の
要
因
が
あ
る
と
思
う
。
人
間
の

意
識
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
ら

な
い
う
ち
に
自
然
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

妨
げ
て
い
る
」
な
ど
海
外
と
の
比
較
、

姿
勢
の
違
い
、
環
境
行
政
の
方
針
の
不

明
な
ど
、
自
然
保
護
は
究
極
政
治
問
題

と
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
結
ん
だ
。

基
調
講
演
は

「大
台
ケ
原
の
自
然
保

護
」
と
題
し
て
大
台
ケ
原

。
大
峰
の
自

然
を
守
る
会
、
田
村
義
彦
会
長
が
、
利

用
し
な
が
ら
保
護
を
図
る
理
想
を
淡
々

と
時
に
は
熱

っ
ぼ
く
語

っ
た
。

「二
十

八
国
立
公
園
の
中
で
全
域
が
国
有
地

（本
州
製
紙
よ
り
戦
後
買
い
上
げ
た
）
の

公
園
は
大
台
ケ
原
だ
け
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
国
有
化
後
の
大
台
ケ
原
は
、

環
境
省
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
な
の
に

年
間
三
十
万
人
と
い
わ
れ
る
観
光
客
の

利
用
ば
か
り
優
先
し
、
バ
ス

・
マ
イ
カ

ー
の
排
気
ガ
ス
等
の
影
響
等
を
無
視
。

巨
大
な
防
鹿
柵
『ゾ
ウ
の
檻
』
、防
鹿
網
、

登
山
道
に
敷
設
さ
れ
た

『空
中
回
廊
』

な
ど
自
然
保
護
と
は
程
遠
い
行
政
が
ま

か
り
と
お
っ
て
い
る
。
恥
ず
か
し
い
限

主にフランスはブルゴーニュのワインを中心に輸入しています。
こだわりの無名ドメーヌを発掘!! 今、ワイン界に新風を送っています。
S02の少ないピュアなおいしいワインを、毎年フランスに行き
ドメーヌから直接買いつけています。素晴らしいおいしさです。
ぜひお試しください。全国発送いたします。ホームページをご覧ください。

http://www.winedou.oo.jp/
トップコンテンツのマキノリポートは山とワインのリポートです。

メールマガジンもよろしく。

千葉県印格郡富里町日吉台5-10-7
・TEL:0476-93-2200
Fい0(:0476-93-7548

●日本ソムリエ協会関東支部ワインアド

バイザーコンクール入賞  ●フランス食
品振興協会 (ソベクサ)認定コンセイエ(小

売店のソムリエ)● ワイン総合研究所
公認名誉ワインマスター

牧野 菊生
(会員8299番 )

マキノ酒店有限会社

ワインを直輸入しています
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り
で
あ
る
。
こ
の
自
然
を
守
る
に
は
入

山
規
制
し
か
な
い
。
利
用
し
な
が
ら
の

保
護
に
は
無
理
が
あ
る
。
官
民

一
体
と

な

っ
て
解
決
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

第

一
部
で
は
「大
台
ケ
原
に
学
ぶ
」
と

題
す
る
討
議
に
入
り
、
『空
中
回
廊
』
の

環
境
省
の
方
針
の
確
認
、
緑
の
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
計
画
や
、
百
名
山
登
山
道
整
備

計
画
に
よ
る
事
業
形
態
へ
の
疑
間
点
や

問
題
、
野
性
動
物
や
植
生
等
自
然
の
た

め
に
ど
ん
な
施
策
が
よ
い
か
、
適
正
な

費
用
で
自
然
に
最
小
限
の
負
荷
で
の
登

山
道
修
復
が
な
ぜ
で
き
な
い
の
か
、
登

山
道
整
備
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
。
防

鹿
柵

『ゾ
ウ
の
檻
』
に
つ
い
て
は
、
鹿

の
生
態
調
査

（個
体
数

・
Ｄ
Ｎ
Ａ

・
環

境
容
量
）
の
整
合
性
、
ト
ウ
ヒ
の
植
生

調
査
と
現
況
、
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
と
鹿
の
食

性
、
公
園
内
の
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
に
よ

る
被
害

。
ド
ラ
イ
ブ
ウ

ェ
イ
と
観
光
開

発
被
害
等
の
事
実
調
査
、
排
気
ガ
ス
や

酸
性
雨
、
三
宅
島
の
噴
火
に
よ
る
Ｓ
Ｏ

２
の
影
響
、
全
国
規
模
の
継
続
的
調
査

の
必
要
性
な
ど
の
提
案
で
活
発
な
討
論

が
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
自
然
保
護
の
調

査
研
究
に
も
会
の
予
算
付
け
が
欲
し
い

環
境
省
の
担
当
部
署
に
メ
ー
ル
で
意
見

を
送
ろ
う
…
…
等
々
、
熱
意
あ
る
積
極

的
発
言
も
続
出
し
た
。

第
二
部
は
各
支
部
報
告
。
澤
井
政
信

本
部
委
員
が

「早
池
峰
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

山
岳
競
技
問
題
の
経
過
に
つ
い
て
」
の

そ
の
後
。
河
西
瑛

一
郎
担
当
理
事

（高

尾
の
森
づ
く
り
の
会
代
表
）
が

「植
林

と
森
づ
く
り
」
。吉
村
健
児
北
九
州
支
部

長
が

「支
部
の
紹
介
と
自
然
保
護
」
。

小
川
務
東
海
支
部
委
員
長
が

「支
部
の

年
間
活
動
」
を
発
表
。
東
海
支
部
の
勉

強
会
を
数
多
く
開
催
し
て
知
識
レ
ベ
ル

を
上
げ
て
い
る
活
動
と
、
昨
年
問
題
に

な

っ
た
鈴
鹿
山
系
の
ベ
ン
キ
標
示
の
除

去
作
業
が
成
功
裏
に
終
了
し
た
報
告
は

爽
か
で
あ
っ
た
。
宮
本
数
雄
福
井
支
部

長
は
自
ら
の
体
験
を
踏
ま
え
た
登
山
道

整
備
の
方
策
と
そ
の
成
果
を
、
生
態
を

よ
く
学
ん
で
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
規
制
が

必
要
と
報
告
し
た
。
関
西
支
部
桑
田
結

会
員

（ブ
ナ
を
植
え
る
会
会
長
）
は
ブ

ナ
植
林
の
活
動
状
況
を
発
表
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
質
疑
応
答
の
後
、
閉
会

挨
拶
に
立

っ
た
篠
崎
仁
自
然
保
護
委
員

長
は

「こ
の
二
日
間
で
学
ん
だ
こ
と
を

全
国
へ
広
げ
よ
う
。
今
か
ら
山
岳
人
と

し
て
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
。
日
本
山

岳
会
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
保
護
活
動
に

つ
い
て
積
極
的
提
言
を
委
員
会
に
お
願

い
し
た
い
」
と
し
、
日
本
山
岳
会
自
然

保
護
委
員
会
と
し
て
本
日
の
問
題
に
今

後
ど
う
対
処
す
る
の
か
の
質
問
に
対
し

て

「ア
ピ
ー
ル
や
要
望
等
、
取
り
急
ぎ

行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

は
承
知
し
て
い
る
が
、
当
会
お
よ
び
委

員
会
の
総
意
は
こ
の
場
で
ま
と
め
ら
れ

な
い
。
預
か
り
と
し
本
部
委
員
会
で
よ

り
議
論
を
尽
く
し
示
し
た
い
」
と
締
め

く
く
り
、
五
時
間
余
に
及
ん
だ
集
会
を

午
後

一
時
に
無
事
閉
会
、
二
日
間
の
全

国
集
会
の
幕
を
閉
じ
た
。
（大
蔵
　
喜
福
）

（詳
細
は
自
然
保
護
委
員
会
発
行

『本

の
目
　
草
の
芽
四
六
号
』
以
下
の
特
集

で
掲
載
予
定
）

平
成
十
三
年
度
新
入
会
員

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
催

―
フ
レ
ッ
シ
ュ
会
員
二
十
七
名
参
加
―

十
月
二
十
七
日
午
後
二
時
よ
り
、
平

成
十
三
年
度
入
会
者

（対
象
会
員
番
号

一
三
二
九
五
～

一
二
五
四
五
ま
で
の
百

五
十

一
名
）
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
、
本
会
ル
ー
ム
会
議
室
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。
大
塚
会
長
、
村
井
副
会
長

も
列
席
、
新
入
会
員
は
越
後
、
静
岡
、

山
梨
、
信
濃
な
ど
各
支
部
か
ら
の
参
加

者
も
含
め
て
二
十
七
名
が
出
席
し
た
。

総
務
担
当
西
村
常
務
理
事
の
開
会
の

挨
拶
で
始
ま
っ
た
。
大
塚
会
長
の

「新

入
会
員
の
皆
さ
ま
へ
」
と
題
す
る
講
話

は
、
か
つ
て
の
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
遠
征
の

折
り
の
逸
話
か
ら
、昨
今
の
富
士
登
山
・

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
通
じ
て
、
現
在
の
体

力
を
知

っ
た
山
登
り
を
目
指
し
て
い
る

こ
と
な
ど
、
体
験
談
に
基
づ
く
ア
ド
バ

イ
ス
で
あ
っ
た
。
続
い
て
総
務
の
高
原

理
事
に
よ
る
ビ
デ
オ
説
明
な
ど
会
組
織

と
活
動
全
般
に
わ
た
る
紹
介
、
さ
ら
に

各
委
員
会

・
同
好
会
に
よ
る
案
内
が
行

わ
れ
た
。

記
念
撮
影
を
は
さ
ん
で
新
入
会
員
の

自
己
紹
介
が
あ
り
、
最
後
に
恒
例
の
懇

親
会
と
な

っ
た
。
新
入
会
員
の
皆
さ
ん

か
ら
も

「自
慢
の
酒
」
を
手
土
産
に
い 全国から27名のフレッシュ会員が集う

(6)
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た
だ
い
て
、
和
や
か
な
中
に
も
大
変
活

気
に
あ
ふ
れ
た
い
か
に
も

「日
本
山
岳

会
」
ら
し
い
歓
談
の
輸
が
広
が
っ
た
。

午
後
六
時
半
過
ぎ
、
盛
況
裡
に
幕
を
閉

じ
た
。　
　
　
　
　
　
（贄
田
　
統
亜
）

第
十
四
回
山
行
　
火
打
山

今
回
の
山
行
は
、
都
心
か
ら
は
ち
ょ

っ
と
離
れ
て
も
よ
い
か
ら
味
わ
い
深
い

登
山
を
し
よ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
余
裕
を
持

っ
た
計
画
を
立

て
る
こ
と
に
し
て
十
月
十
九
日
０
、
二

十
日
０
の
二
日
、
妙
高
高
原
の

「京
大

ヒ
ユ
ッ
テ
」
に
連
泊
す
る
こ
と
に
決
め

ま
し
た
。集
ま

っ
た
の
は
総
勢
十

一
名
、

日
本
百
名
山
の
一
つ
火
打
山

（二
四
六

二
肝
）を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

結
成
以
来
十
年
の
歳
月
を
歩
み
、
そ

れ
ぞ
れ
が
こ
れ
ま
で
の
数
々
の
山
行
に

思
い
を
は
せ
、
心
に
期
す
る
と
こ
ろ
が

あ

っ
て
、
思
い
を
込
め
て
ザ
ッ
ク
に
詰

め
る
べ
き
も
の
を
詰
め
て

一
堂
に
会
し

ま
し
た
。

無
風
快
晴
、
ま
た
と
な
い
好
天
に
恵

ま
れ
、
握
れ
ば
さ
ら
さ
ら
と
音
を
た
て

そ
う
な
乾
燥
し
た
空
気
の
中
、
秋
色
ま

っ
さ
か
り
の
火
打
山
の
落
葉
樹
林
、
高

谷
池
周
辺
の
セ
ピ
ア
色
に
彩
ら
れ
た
湿

原
、
三
六
〇
度
展
望
の
き
く
山
頂
か
ら

の
眺
め
な
ど
を
心
行
く
ま
で
堪
能
し
て

き
ま
し
た
。
な
ん
た
っ
て
十
周
年
記
念

登
山
は
す
ぐ
目
の
前
、
雲
ひ
と
つ
な
い

紺
碧
の
空
に
祝
福
さ
れ
本
当
に
縁
起
い

い
と
、　
一
同
自
然
の
恵
み
の
あ
り
が
た

さ
と
授
け
ら
れ
た
幸
運
に
酔
い
し
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

山
で
か
い
た
汗
は
さ
っ
ば
り
流
そ
う

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
麓

の
「杉
野
沢
温
泉
」
ま
で
足
を
延
ば
し
、

こ
こ
で
ゆ
っ
た
り
と
ひ
と
肌
の
湯
に
つ

か
り
、
夜
は
再
び
ヒ
ュ
ッ
テ
に
戻
り
そ

こ
で
持
ち
込
み
の
酒
を
並
べ
て
大
宴
会

と
な
り
ま
し
た
。
な
ん
せ
と
こ
ろ
は
伝

統
と
格
式
の
あ
る

「京
大
ヒ
ュ
ッ
テ
」
、

話
題
は
も
っ
ば
ら
日
本
山
岳
会
の
行
く

末
と
私
た
ち
の
十
周
年
記
念
行
事
の
こ

と
な
ど
、
格
調
高
い
話
題
に
花
を
咲
か

せ
、
夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
語
り
明
か

し
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
他
の
同
期
会
の
方
に
も
参

加
を
呼
び
か
け
、
今
回
も
９７
同
期
会
か

ら
二
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

団
果
の
輸
に
も
も
ち
ろ
ん
加
わ

っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
う
ぬ
ぼ
れ
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が

一
期
生
を
自
負
し
て
の
同
期

会
連
携
の
試
み
は
着
実
に
手
応
え
を
感

じ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

（召
田
　
俊
雄
）

C「mわれg&脳「edFche・ 4

マダニの防ぎ方

秦 和壽

山で藪歩きをすると、マダニが皮膚に寄生

することがある。これは俗に笹ダニと呼ばれ、

沢登 りするヒトにはよく知られている。本来

は山の獣に寄生するものであるが、同じ哺乳

動物であるヒトにも寄生し吸血する。季節的

には春から秋で、体長は2ミ リから8ミ リ程

度の大きさである。茶褐色で扁平。皮膚につ

いても痛 くも痒 くもないので気づかない場合

が少なくない。

寄生は数日以上皮膚に吸着する。部位は身

体全体であるが、特に瞼や脇の下、さらに陰

部などにつ くことが多い。通常は単なる虫刺

され程度で済むが、しっか り皮膚に吸着した

場合は、これに気づいて無理にとろうとする

と、マダニの口器 (口下片 :写真)が皮膚の

中に残ってしまい、硬結などの原因になるこ

とがある。

こうなると、外科的に処置するしか方法は

ない。また、寄生部を中心に大きな紅斑が出

ることがある。専門医の診断が必要になる。

寄生の予防は、藪歩きをしたときなどに、

しっか り吸着する前に風呂に入 り身体をよく

洗うことである。寄生を発見したときは、マ

ダニをゆっくりもみ、少しずつ引っ張 り取 り

除 く。虫体にベンジンなどを塗布することも

効果的である。

マダニの口下片

(7)
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目
目
田
一

創
立
四
十
周
年
記
念
事
業

第
七
次
中
高
年
高
所
登
山
隊

ガ
ン
グ
ス
タ
ン
峰
同
時
登
頂

支
部
設
立
四
十
周
年
記
念
登
山
の
一

つ
と
し
て
、
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
派
遣

し
た
二
つ
の
登
山
隊
は
、
ラ
ホ
ー
ル
地

区
の
ガ
ン
グ
ス
タ
ン
峰
の
南
西
稜
、
北

壁

（東
稜
）
か
ら
同
時
登
頂
に
成
功
し

た
。一
九
八
八
年
か
ら
始
ま
っ
た
中
高
年

を
主
体
と
し
た
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

は
、
今
回
で
九
隊
に
達
し
、
初
登
頂
三

座
を
含
む
六
〇
〇
〇
口川
峰
九
座
に
登
頂

し
て
い
る
。五
十
歳
以
上
の
登
頂
者
は
、

延
べ
四
十
名

（う
ち
女
性
十

一
名
）
に

達
し
て
い
る
。

体
力
が
衰
え
、
技
術
も
低
下
し
て
い

る
中
高
年
隊
の
タ
ク
テ
イ
ク
ス
と
し
て
、

二
五
〇
〇
口川
付
近
の
高
所
順
化
に
重
点

を
お
き
、
今
回
は
三
三
〇
〇
口川
の
ジ
ス

パ
に
六
日
間
滞
在
す
る
順
化
隊
を

編
成
し
た
。
高
所
ポ
ー
タ
ー
も
多

め
に
雇
用
し
、
彼
ら
の
能
力
に
期

待
し
た
。

■
南
西
稜
隊

七
月
二
十
五
日
、
両
隊
は
ジ
ス

パ
を
出
発
。
南
西
稜
隊
は
ビ
リ
ン

グ
川
に
沿
っ
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
後
、

七
月
二
十
七
日
、
ガ
ン
グ
ス
タ
ン

氷
河
の
末
端
四
六
五
Ｏ
μ月
に
Ｂ
Ｃ

を
設
営
し
た
。

支
部
で
は
、
創
立
三
十
周
年
を

記
念
し
て
、　
一
九
九
〇
年
に
ガ
ン

グ
ス
タ
ン
峰
に
登
山
隊
を
送
り
、
南
西

稜
か
ら
七
名
全
員
が
登
頂
し
て
い
る
。

当
時
に
比
べ
、
氷
河
は
後
退
し
つ
つ
悪

化
し
て
い
て
当
時
の
ル
ー
ト
は
使
え
ず

氷
河
を
大
き
く
迂
回
し
て
、八
月

一
日
、

五
二
〇
〇
μ川
に
Ｃ
ｌ
を
設
営
。
三
日
、

上
部
雪
原
五
六
〇
〇
ｖ川
に
Ａ
Ｃ
を
設
営

し
た
。
こ
の
間
、
荷
上
げ
は
高
所
ポ
ー

タ
ー
に
頼
り
、
隊
員
は
高
所
順
化
に
専

念
し
た
。
天
気
は
あ
ま
り
よ
く
な
く
、

雪
や
ミ
ゾ
ン
が
降
る
日
も
あ
っ
た
。
悪

天
候
で
Ａ
Ｃ
に

一
日
停
滞
後
、
五
日
、

第

一
次
登
頂
隊
の
田
中

（守
）
、
中
田
、

田
辺
の
三
名
は
、
高
所
ポ
ー
タ
ー
た
ち

と
と
も
に
コ
ル
か
ら
南
西
稜
に
取
り
付

き
、
ロ
ー
プ
を
固
定
し
つ
つ
、　
一
足
先

に
登
頂
し
た
北
壁
隊
の
待
つ
頂
上
に
達

し
、
感
激
の
握
手
を
交
わ
し
た
。
頂
上

は
ガ
ス
の
中
だ
っ
た
。

七
日
に
は
、
小
雪
の
舞
う
中
、鈴
木
、

辻
、
上
田
の
第
二
次
登
頂
隊
が
登
頂
し

た
。
田
中

（太
）
は
体
調
不
良
で
五
八

〇
〇
μ川
か
ら
引
き
返
し
た
。

南
西
稜
は
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
ル
ー
ト
と
は

い
え
、　
一
九
九
〇
年
と
比
べ
、
氷
河
の

ク
ン
バ
ス
、
氷
壁
と
化
し
た
斜
面
に
悩

ま
さ
れ
た
。

■
北
壁
隊

バ
ラ
イ
川
を
遡
り
、七
月
二
十
六
日
、

北
面
氷
河
か
ら
の
流
れ
の
合
流
点
四
〇

五
Ｏ
μ川
の
草
原
に
Ｂ
Ｃ
を
設
営
し
た
。

そ
の
後
荷
上
げ
を
続
け
、
七
月
二
十

九
日
、
北
面
氷
河
の
右
氷
河
の
モ
レ
ー

ン
上
四
九
〇
〇
μ川
に
Ｃ
ｌ
を
設
営
し
た
。

北
壁
へ
の
ル
ー
ト
に
と
っ
た
右
氷
河

は
、
五
二
〇
〇
μ川
付
近
か
ら
ク
レ
バ
ス

帯
と
な
り
、
大
小
の
ク
ン
バ
ス
を
避
け

東
稜
の
コ
ル
を
目
指
し
て
登
る
。
こ
こ

に
三
ピ
ッ
チ
ロ
ー
プ
を
固
定
し
た
。

北
壁
は
、
高
差
八
〇
〇
μ川
の
氷
雪
壁

で
構
成
さ
れ
、
ク
ン
バ
ス
帯
か
ら
見
上

げ
る
と
迫
力
が
あ
る
。
正
面
壁
に
ル
ー

ト
を
見
い
出
せ
ず
、
昨
年
の
鈴
木
の
偵

察
か
ら
、
北
東
稜
か
、
東
稜
を
予
定
し

て
い
た
。
八
月
二
日
、
東
稜
の
コ
ル
直

下
五
四
〇
〇
μ川
の
雪
面
を
削

っ
て
Ａ
Ｃ

を
設
営
し
た
。
ル
ー
ト
は
東
稜
を
と
る

こ
と
に
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
見
上
げ
る

東
稜
は
傾
斜
が
き
つ
く
、
氷
壁
は
垂
直

に
近
く
見
え
、
緊
張
す
る
。
Ａ
Ｃ
設
営

に
は
、
高
所
ポ
ー
タ
ー
た
ち
の
活
躍
が

目
覚
し
か
っ
た
。
こ
の
日
初
め
て
南
西

稜
隊
と
交
信
が
で
き
た
。

四
日
、
池
田
、
飯
田
は
高
所
ポ
ー
タ

ー
た
ち
と
ル
ー
ト
エ
作
を
行
い
、
固
定

ロ
ー
プ
を
五
〇
Ｏ
μ川
延
ば
し
た
。
こ
の

日
隊
員
六
名
全
員
が
Ａ
Ｃ
に
集
結
し
た
。

五
日
、
水
野
、
柳
原
、
池
田
、
飯
田

と
高
所
ポ
ー
タ
ー
た
ち
で
頂
上
を
目
指

し
た
。
昨
日
の
ル
ー
ト
エ
作
終
了
点
か

JAC
支部だより

全国各地の支部から,独自の活動状況を
リポートします。

ガングスタン峰北壁 左手の稜がルートの東稜
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ら
さ
ら
に
固
定
ロ
ー
プ
を
追
加
し
、
十

一
時
二
十
分
頂
上
に
達
し
、
南
西
稜
隊

と
感
激
の
再
会
を
果
た
し
た
。

六
日
、
二
次
隊
は
ア
タ
ッ
ク
を
断
念

し
た
た
め
、
Ａ
Ｃ
を
撤
収
し
Ｂ
Ｃ
へ
下

山
し
た
。

東
稜
は
、
雪
の
下
は
カ
チ
カ
チ
の
氷

で
、
ス
ノ
ー
バ
ー
は
ほ
と
ん
ど
使
え
ず
、

ア
イ
ス
ス
ク
リ

ュ
ー
が
有
効
だ
っ
た
。

池
田
は
、
自
宅
に
常
圧
低
酸
素
室
を

設
置
し
、
日
本
出
発
後
十
三
日
目
に
登

頂
し
た
。　
　
　
　
　
　
（長
坂
　
博
）

総
隊
長

・
鈴
木
常
夫
（６６
）

マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー

・
菊
地
啓

一
（５２
）

南
西
稜
隊
隊
長

・
田
中
守
之
（７２
）
隊

員
・田
中
太
門
（６８
）

中
田
晴
紀
子
（６５
）

辻
章
行
（６４
）

上
田
京
子
（６１
）

田
辺

元
祥
（４１
）

医
師

・
小
野
久
光
（７０
）

北
壁
隊
隊
長

・
水
野
起
己
（５０
）

登
攀

隊
長

・
柳
原
徳
太
郎
（５４
）

隊
員

・
志

賀
勤
（６７
）

志
賀
博
（６４
）

飯
田
尚
人

（３１
）

医
師

・
池
田
淑
夫
（４９
）

全
国
支
部
懇
談
会
参
加
と

信
越
の
名
山
め
ぐ
り

全
国
支
部
懇
談
会
石
川
大
会
へ
の
参

加
の
往
復
路
に
、
信
越
地
方
に
あ
る
深

田
久
弥
の
百
名
山

（雨
飾
山
、火
打
山
、

妙
高
山
、
高
妻
山
）
登
山
を
組
み
入
れ

て
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
九
月
二

十
八
日
午
後
八
時
、
佐
々
本
支
部
長
の

も
と
八
名
で
レ
ン
タ
カ
ー
に
乗
り
、　
一

路
長
野
県
小
谷
村
へ
。

二
十
九
日
、
予
定
よ
り
早
く
雨
飾
山

登
山
口
に
到
着
。
夜
の
明
け
き
ら
な
い

登
山
道
を
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
灯
り
を
頼

り
に
登
山
開
始
。
尾
根
道
に
取
り
付
く

頃
に
は
す
っ
か
り
夜
が
明
け
、
紅
葉
が

は
じ
ま
り
か
け
た
ブ
ナ
林
の
急
坂
を
ゆ

っ
く
り
登
る
。
荒
菅
沢
か
ら
急
坂
の
連

続
と
な
り
、
石
仏
が
並
ぶ
山
頂
へ
八
時

三
十
分
到
着
。
山
頂
か
ら
は
自
馬
か
ら

槍
の
穂
ま
で
北
ア
ル
プ
ス
と
戸
隠
連
山
、

頸
城
の
山
々
な
ど
大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が

っ
て
い
る
。
人
気
の
山
な
の
か
、
下
り

は
多
く
の
登
山
者
と
ス
ラ
イ
ド
す
る
。

下
山
後
は
道
の
駅
小
谷
で
地
ビ
ー
ル
、

地
元
名
物
で
昼
食
を
済
ま
せ
、
片
山
津

温
泉
の
支
部
懇
談
会
会
場
へ
。
先
に
到

着
し
て
い
た
岡
田
、
北
林
両
支
部
員
と

合
流
し
た
。

全
国
集
会
は
心
の
こ
も
っ
た
石
川
支

部
会
員

一
同
の
歓
迎
セ
ン
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
、
百
名
山
の
写
真
展
が
大
会
に
花

を
添
え
て
い
る
。

三
十
日
、
岡
田
、
北
林
両
支
部
員
や

他
支
部
の
会
員
に
見
送
ら
れ
て
北
陸
道

を
北
上
、
新
潟
県
妙
高
山
、
火
打
山
ヘ

向
か
う
。
十
時
五
十
分
、
笹
ガ
峰
登
山

口
か
ら
登
り
、
高
谷
池
ヒ
ュ
ッ
テ
に
ザ

ッ
ク
を
デ
ポ
し
て
火
打
山
へ
。
山
頂
は

霧
に
包
ま
れ
て
お
り
眺
望
は
き
か
な
か

っ
た
が
、
満
足
感
を
胸
に
秘
め
、
高
谷

池
ヒ
ュ
ッ
テ
に
戻
る
。
台
風
の
影
響
で

風
雨
が
激
し
く
ヒ
ュ
ッ
テ
に
ぶ
つ
か
り

明
日
の
天
候
が
懸
念
さ
れ
る
。

十
月

一
日
、
昨
夜
来
の
風
雨
は
衰
え

て
い
た
。
高
谷
池
ヒ
ュ
ッ
テ
か
ら
黒
沢

池
ヒ
ュ
ッ
テ
を
経
由
し
て
妙
高
山
へ
向

か
う
。
紅
葉
の
大
倉
乗
越
で
霧
の
晴
れ

間
か
ら
妙
高
山
頂
が
眺
め
ら
れ
る
。
燕

新
道
の
合
流
地
点
か
ら
雨
が
強
く
な
り

山
頂
ま
で
降
り
続
く
。
し
か
し
山
頂
で

は
時
折
風
雨
が
弱
ま
り
、
ガ
ス
の
切
れ

間
か
ら
束
の
間
の
展
望
が
で
き
た
。

山
頂
の
妙
高
大
神
に
登
頂
の
感
謝
と

山
旅
の
安
全
を
祈
念
し
て
下
山
、
戸
隠

へ
向
か
う
。
今
宵
の
宿
は
日
本
山
岳
会

会
員
の
経
営
す
る
戸
隠
小
屋
だ
。
夕
食

は
家
族
ぐ
る
み
の
も
て
な
し
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
料
理
を
は
じ
め
珍
し
い
料
理

を
肴
に
明
日
の
快
晴
を
祈

っ
て
乾
杯
。

宵
は
星
空
だ
っ
た
が
、
夜
半
よ
り
雨
に

な
り
朝
方
ま
で
降
り
続
く
。

二
日
、
天
気
予
報
で
は
前
線
が
戸
隠

周
辺
に
停
滞
と
の
こ
と
。
や
む
な
く
高

妻
山
登
山
を
中
止
し
て
美
ヶ
原
へ
向
か

う
こ
と
に
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
松
本
か

ら
美
ヶ
原
へ
の
道
を
ど
こ
で
間
違
え
た

の
か
、　
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
の
狭
い
山
道

を
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
ま
で
走
る
こ
と
に

な

っ
て
し
ま
っ
た
。

美
ヶ
原
高
原
駐
車
場
か
ら
標
高
二
〇

〇
〇
口月
の
雲
上
に
あ
る
大
放
牧
場
の
遊

歩
道
を
歩
き
、
最
高
峰
の
王
ヶ
頭
へ
。

北
、
南
、
中
央
ア
ル
プ
ス
、
浅
間
、
頸

城
連
山
な
ど
中
部
山
岳
の
大
パ
ノ
ラ
マ

を
満
喫
し
、
上
田
Ｉ
Ｃ
か
ら
帰
路
に
つ

く
。
上
信
越
自
動
車
道
か
ら
高
妻
山
、

妙
高
山
、
火
打
山
が
雄
大
に
裾
野
を
広

げ
て
見
送

っ
て
く
れ
た
。

十
月
三
日
○
時
二
十
分
、
秋
田
着
。

（佐
藤
　
博
）

秋
田
支
部

●カタログをご請求ください。
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東

西
南
北

イラスト・宇都木慎一

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、

俳
句
、
短
歌
、
詩
な
ど
を
掲
載
す
る

ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投
稿
く

だ
さ
い
。
（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
原
稿
は
長
す
ぎ
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
）

山 679-2001・ 12・ 20(第二種郵便物認可)

幻
の
カ
ラ
コ
ル
ム
峠
と

中
国
辺
境
の
道

古
市
　
進

本
年
二
〇
〇

一
年
の
晩
夏
、
当
会
会

員
で
あ
る
増
田
昌
司
氏
を
中
心
と
す
る

一
行
七
名
は
、
カ
ラ
コ
ル
ム
峠
訪
間
を

最
大
の
目
玉
と
し
て
、
中
国
の
新
蔵
公

路
を
ラ
サ
か
ら
カ
シ
ュ
ガ
ル
ま
で
、
完

全
な
横
断
を
試
み
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
カ
ラ
コ
ル
ム
峠
は

古
く
か
ら
広
く
知
ら
れ
て
は
き
た
が
、

現
在
イ
ン
ド

・
パ
キ
ス
タ
ン
間
の
緊
迫

し
た
情
勢
の
余
波
も
あ

っ
て
、
入
域
許

可
取
得
の
困
難
な
地
域
に
な
っ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ

一
行
の
場
合
も
、
出
発
前
に

聞
か
さ
れ
た
地
元
軍
管
区
の
許
可
は
非

公
式
な
ま
ま
旅
立
つ
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
グ
ル
ー
プ
共
通
の
主
た

る
目
標
に
加
え
て
、
私
に
は
個
人
的
に

ち
ょ
っ
と
し
た
関
心
事
が
あ
っ
た
。
ラ

サ
か
ら
た
ど
る
新
蔵
公
路
の
最
終
段
階

で
あ
る
マ
ザ
ー

・
イ
エ
チ

エ
ン
間
は
、

私
に
と
っ
て
は
二
年
前
の
立
教
大
学
隊

に
よ
る
ガ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム
Ⅱ
峰
遠
征
の

帰
路
、
百
年
ぶ
り
と
も
言
わ
れ
る
大
水

害
に
よ
る
道
路
壊
滅
で
大
変
苦
労
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
然
現
在
は
復
旧
し

て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
復
旧
の

さ
れ
具
合
に
は
関
心
を
持
ち
続
け
て
き

た
。さ
て
、
成
田
空
港
か
ら
上
海
経
由
で

八
月
十
九
日
ラ
サ
入
り
し
た

一
行
は
、

高
度
順
化
を
兼
ね
て
の
ん
び
リ
ラ
サ
観

光
中
の
翌
二
十
日
、
衝
撃
の
ニ
ュ
ー
ス

を
聞
か
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
軍
の

演
習
期
間
と
い
う
理
由
で
、
カ
ラ
コ
ル

ム
峠
へ
の
入
域
が
不
許
可
に
な
っ
た
と

の
新
彊
側
旅
行
社
か
ら
の
連
絡
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
き
た
と
こ
ろ
で
今
回
の
旅
の

最
大
の
目
玉
が
消
え
て
、　
一
行
全
員
の

落
胆
は
大
き
か
っ
た
が
、
計
画
の
中
心

で
あ
る
増
田
隊
長
の
心
中
は
察
す
る
に

余
り
あ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し

一

行
中
の
約
半
数
の
者
は
チ
ベ
ッ
ト
初
見

参
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
て
気
を
取
り

直
し
、
日
玉
の
重
点
を
カ
イ
ラ
ス
周
辺

と
ガ
ン
ジ
ス
源
流
の
仏
教
遺
跡
三
つ

（グ
ゲ
、
ピ
ア
ン
、
ト
ン
ガ
）
に
設
定
し

て
、
旅
は
続
行
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

八
月
二
十

一
日
、
ラ
ン
ク
ル
三
台
、

ト
ラ
ッ
ク

一
台
で
ラ
サ
を
出
発
し
た

一

行
は
、
二
十
四
日
に
は
マ
ナ
サ
ロ
ワ
ー

ル
湖
近
く
の
パ
ル
ガ
に
到
着
、
二
十
五

日
は
カ
イ
ラ
ス
の
巡
礼
路
を
山
懐
へ
と

た
ど
っ
た
。
幸
い
好
天
に
恵
ま
れ
、
カ

メ
ラ
マ
ン
た
ち
は
十
分
満
足
し
た
よ
う

で
あ
っ
た
。
二
十
六
日
は
新
蔵
公
路
か

ら
南
に
外
れ
て
ガ
ン
ジ
ス
河
の
源
流
に

向
か
っ
た
。
途
中
で
は
遥
か
に
ガ
ル
ワ

ル
の
山
々
を
望
み
、
ナ
ン
ダ

・
デ
ビ
と

カ
メ
ッ
ト
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
こ
で
遺
跡
見
学
に
二
日
を
費
や
し
た
。

三
つ
の
遺
跡
の
う
ち
ピ
ア
ン
と
ト
ン
ガ

は
発
見
さ
れ
て
か
ら
日
が
浅
く
、
目
下

調
査
中
の
部
分
も
あ
り
、
現
地
当
局
の

特
別
の
配
慮
で
入
域
が
実
現
し
た
も
の

で
あ
る
。

八
月
二
十
九
日
、
新
蔵
公
路
に
復
帰

し
、
三
十
日
に
は
西
チ
ベ
ッ
ト
の
中
心
　
ω

獅
泉
河
に
到
着
、
日
程
調
整
の
た
め
一
一　
は

泊
し
た
。
公
路
と
は
言
う
も
の
の
、
こ

れ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は
半
分
く
ら
い
は

轍
の
跡
が
道
路
と
い
っ
た
感
じ
で
、
四

五
〇
〇
肝
前
後
の
高
原
風
景
も
め
り
張

り
に
は
欠
け
て
い
た
。　
一
方
で
、
越
え

て
ゆ
く
大
小
の
峠
は
多
く
、
最
終
的
に

公
路
全
体
で
は
三
十
に
も
な
っ
た
。

獅
泉
河
を
過
ぎ
る
と
チ
ベ
ッ
ト
文
化

か
ら
ウ
イ
グ
ル
文
化
へ
の
移
行
が
目
立

っ
て
く
る
。
こ
の
あ
た
り
が
ア
ク
サ
イ

チ
ン
高
原
と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
本

来
な
ら
ば
カ
ラ
コ
ル
ム
峠
目
指
し
て

一

時
公
路
に
お
別
れ
す
る
分
岐
の
は
ず
だ

っ
た
が
、
今
は
幻
に
終
わ

っ
た
。
そ
の

クジー下流で見られた新旧道路の段差
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代
わ
り
と
言
う
に
は
役
不
足
だ
が
、
右

手
遥
か
に
白
雪
の
昆
命
山
脈
が
連
な
り
、

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

九
月
二
日
、
奇
台
大
坂
と
い
う
峠
で

地
形
的
な
チ
ベ
ッ
ト
高
原
と
は
お
別
れ

で
あ
る
。
翌
三
日
、
さ
ら
に
幾
つ
か
の

峠
を
越
え
て
ヤ
ル
カ
ン
ド
河
の
源
流
に

下
れ
ば
、
や
が
て
思
い
出
深
い
マ
ザ
ー

と
の
再
会
で
あ
る
。

二
年
前
、
マ
ザ
ー
を
過
ぎ
て
か
ら
最

初
に
越
え
る
セ
ラ
ク
峠
の
下
り
は
相
当

に
荒
れ
て
い
た
が
、
車
は
何
と
か
通
行

で
き
た
。
用
が
足
り
て
い
た
か
ら
か
、

現
在
復
旧
の
程
度
は
ご
く
控
え
目
な
も

の
に
見
え
た
。
対
照
的
に
、
前
回
の
最

難
関
で
あ
っ
た
ク
ジ
ー
下
流
の
道
路
は

確
か
に
復
旧
の
名
に
値
す
る
整
備
が
な

さ
れ
て
い
た
。
以
前
の
道
路
は
ゴ
ル
ジ

ュ
帯
の
崖
を
削

っ
て
水
流
の
上
約
五
μ川

に
建
設
さ
れ
て
い
た
が
、
大
増
水
に
よ

り
路
盤
全
体
が
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て

流
失
し
た
の
で
あ

っ
た
。
今
回
の
新
し

い
道
路
は
新
た
に
崖
を
削
る
の
で
は
な

く
、
水
際
を

一
μ川
ば
か
り
埋
め
立
て
て

固
め
た
も
の
で
あ

っ
た
。
写
真
は
新
旧

道
路
の
段
差
の
一
例
で
あ
る
。
現
在
の

と
こ
ろ
路
面
は
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
て
、

車
は
快
適
に
走
れ
る
が
、
平
常
水
位
と

の
差
は
小
さ
く
、
増
水
に
は
全
く
無
防

備
に
見
え
た
。
も

っ
と
も
大
増
水
は
稀

な
地
域
な
の
で
、
も
し
も
同
じ
よ
う
な

被
害
が
出
た
ら
、
再
び
同
じ
よ
う
な
補

修
を
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
方
針
か
も
し

れ
な
い
。
道
路
破
壊
の
後
も
尾
を
引
く

濁
流
の
中
を
ラ
ク
ダ
頼
み
で
脱
出
し
た

往
時
を
偲
び
、
胸
の
磨
が

一
つ
取
れ
た

気
持
ち
で
あ
っ
た
。

同
じ
日
の
夕
刻
、
イ
エ
チ

エ
ン
郊
外

の
公
路
の
基
点
を
通
過
し
、
新
蔵
公
路

三
〇
〇
〇
キ
ロ
の
旅
を
無
事
終
了
し
た
。

カ
ナ
ダ
再
訪
の
山
旅
原
　
満
紀

昨
年
夏
、
ア
ル
バ
ー
タ
峰
登
頂
七
十

五
周
年
記
念
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
で
、
Ｂ
コ

ー
ス
の
ス
タ
ン
リ
ー

・
ミ
ッ
チ
ェ
ル

・

ハ
ッ
ト
滞
在
組
に
参
加
し
ま
し
た
。
す

っ
か
り
意
気
投
合
し
た
同
じ
釜
の
飯
を

食
べ
た
仲
間
た
ち
と
、
半
年
前
か
ら
準

備
に
着
手
。
目
標
と
し
て
い
た
カ
ナ
ダ

山
岳
会
の
エ
リ
ザ
ベ
ス

・
パ
ー
カ
ー

・

ハ
ッ
ト
が
借
り
ら
れ
た
の
で
、
有
志
十

二
名
で
九
月
中
旬
、
ラ
ー
チ

（カ
ラ
マ

ツ
）
の
黄
葉
最
盛
期
に
合
わ
せ
て
ト
レ

ツ
キ
ン
グ
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

現
地
在
住
の
カ
ナ
ダ
山
岳
会

（Ａ
Ｃ

Ｃ
）
会
員
水
野
晴
子
さ
ん

（カ
ナ
デ
イ

ア
ン

・
ロ
ツ
キ
ｌ

ｏ
ハ
イ
キ
ン
グ
案
内

の
著
者
）
と
何
回
か
連
絡
を
取
り
合
い
、

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
余
波
で
往
路
航

空
機
の
確
保
に
は
難
儀
さ
せ
ら
れ
た
も

の
の
、
予
定
コ
ー
ス
全
て
を
ク
リ
ア
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

山
小
屋
到
着
初
日
に
は
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
の

マ
イ
ク

・
モ
ー
テ
イ
マ
ー
前
会
長
が
は

る
ば
る
私
た
ち
を
訪
ね
て
こ
ら
れ
、　
一

緒
に
小
屋
に
泊
ま
り
ま
し
た
。
同
夜
は

持
参
し
た
日
本
酒
で
乾
杯
し
、
英
語
と

日
本
語
の
ち
ゃ
ん
ぼ
ん
で
夜
遅
く
ま
で

旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

滞
在
前
半
は
あ
ま
り
天
候
に
恵
ま
れ

ず
、
オ
ペ
ー
ピ
ン

・
プ
ラ
ト
ー
に
向
か

う
岩
場
の
ト
ラ
バ
ー
ス
時
に
は
小
雪
の

舞
う
、
寒
い
一
日
で
し
た
。
そ
れ
で
も

午
前
中
に
は
、
昨
年
は
お
目
に
か
か
れ

な
か
っ
た
真

っ
自
の
マ
ウ
ン
テ
ン

・
ゴ

―
卜
（カ
モ
シ
カ
の
仲
間
だ
と
か
）
に
、

〃
ロ
ー
レ
ン
ス

ｏ
グ
ラ
ッ
シ
イ
″
の
記
念

プ
レ
ー
ト
近
く
で
出
会
え
た
の
は
素
敵

な
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
日
程
の
後

半
は
快
晴
で
、
全
山
黄
葉
に
輝
く
ラ
ー

チ
バ
リ
ー
の
景
観
に
迎
え
ら
れ
る
な
ど

今
回
の
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
の
念
願
を
十
二

分
に
果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

思
う
に
、
最
近
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
は
横
の
つ

な
が
り
の
同
期
会
が
盛
ん
で
、
縦
の
つ

な
が
り
は
今
ひ
と
つ
、
と
い
う
心
境
で

し
た
。
そ
こ
で
、
来
年
も
こ
こ
カ
ナ
ダ

の
ア
シ
ニ
ボ
イ
ン
に
遠
征
す
る
こ
と
を

前
提
に
し
て
、
旅
行
最
終
日
、
モ
レ
ン

レ
イ
ク

・
ロ
ツ
ジ
の
サ
ロ
ン
で

「Ｙ
０
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Ｈ
Ｏ
会
」
を
結
成
し
た
わ
け
で
す
。
昨

年
カ
ナ
ダ
に
同
行
し
た
他
の
グ
ル
ー
プ

の
有
志
も
加
わ

っ
て
い
ま
す
。

カ
ナ
ダ
ト
ン
ツ
キ
ン
グ
で
お
世
話
に

な

っ
た
方
た
ち
の
中
に
は
、
現
地
で
は

ま
ず
で
き
そ
う
に
な
い

「シ
ヤ
ワ
ー
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
」
を

一
度
日
本
に
出
か
け

て
や
っ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
方
も

い
ま
す
。
私
た
ち
に
そ
の
手
助
け
が
で

き
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
来

年
二
〇
〇
二
年
は
奇
し
く
も

「国
際
山

岳
年
」
と
か
。
わ
れ
ら
が
グ
ル
ー
プ
で

は
、
こ
れ
を
会
の
目
標
の
一
つ
と
し
て

前
進
し
て
ゆ
き
た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。

有
志
よ
、
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

五
年
間
の

ア
カ
ゲ
ラ
観
察
記
平
野
　
友
重

本
州
で
通
常
見
ら
れ
る
キ
ツ
ツ
キ
科

の
鳥
は
、
ア
カ
グ
ラ
、
ア
オ
グ
ラ
、
コ

グ
ラ
、
そ
し
て
ブ
ナ
林
に
生
息
す
る
オ

オ
ア
カ
グ
ラ
の
四
種
で
す
。

私
が
野
鳥
の
写
真
を
撮
り
始
め
て

一

年
ほ
ど
経
っ
た
四
月
初
旬
、
購
入
し
て

間
も
な
い
ニ
コ
ン
の
六
〇
〇

、リ
ン
ン
ズ

と
、
七
キ
ロ以
上
の
重
量
の
あ
る
ジ
ィ
ッ

ツ
オ
の
三
脚
を
ザ
ッ
ク
に
入
れ
、
水
芭

蕉
の
群
生
地
で
巷
間
知
ら
れ
て
い
る
蛭

ヶ
野
高
原

（岐
阜
県
）
に
車
を
走
ら
せ

ま
し
た
。
大
日
ヶ
岳
に
登
ろ
う
と
幹
線

道
路
を
は
ず
れ
、
脇
道
に
入
る
と
幸
先

よ
く
、
本
の
枝
に
い
る

一
羽
の
ア
カ
ゲ

ラ
を
見
つ
け
ま
し
た
。

よ
く
見
る
と
口
に
虫
を
く
わ
え
て
い

ま
す
。
急
い
で
車
を
バ
ッ
ク
さ
せ
、
ア

カ
グ
ラ
の
行
動
を
注
視
す
る
と
、
ア
カ

グ
ラ
は
警
戒
し
な
が
ら
も
移
動
し
ま
し

た
。
ア
カ
グ
ラ
が
動
い
た
辺
り
を
よ
く

見
る
と
、
道
沿
い
の

一
本
の
枯
れ
か
け

た
松
の
本
に
穴
が
二
個
あ
い
て
い
ま
す
。

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
と
思
い
フ
ロ
ン
ト

ガ
ラ
ス
越
し
に
前
方
を
凝
視
し
て
い
る

と
、
先
ほ
ど
見
失

っ
た
ア
カ
グ
ラ
が
ま

た
姿
を
見
せ
ま
し
た
が
、
明
ら
か
に
私

を
警
戒
し
て
い
ま
す
。

一
度
切
っ
た
エ
ン
ジ
ン
を
そ
っ
と
か

け
、
前
方
の
松
か
ら
目
を
離
す
こ
と
な

く

一
〇
ｖ川
ほ
ど
車
を
バ
ッ
ク
さ
せ
る
と

…
…
、
入
り
ま
し
た
、
ア
カ
グ
ラ
が
二

つ
あ
る
穴
の
上
部
に
入
り
ま
し
た
。
急

い
で
降
車
し
、
ザ
ッ
ク
か
ら
カ
メ
ラ
と

レ
ン
ズ
、
そ
し
て
テ
レ
コ
ン
バ
ー
タ
ー

を
取
り
出
し
て
三
脚
に
装
着
し
、
車
の

陰
に
隠
れ
る
よ
う
に
カ
メ
ラ
を
構
え
、

ア
カ
グ
ラ
の
姿
を
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
に
と

ら
え
て
は
夢
中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
り

ま
し
た
。

ア
カ
グ
ラ
の
姿
を
十
四
、
五
枚
フ
イ

ル
ム
に
収
め
て
、
や
っ
と
私
に
も
余
裕

が
生
ま
れ
、観
察
姿
勢
に
入
り
ま
し
た
。

雄
と
雌
、
二
羽
が
交
互
に
虫
を
く
わ
え

て
き
て
巣
穴
に
入
っ
て
行
き
ま
す
。
巣

穴
に
入
る
前
に
止
ま
る
枝
が

一
定
な
の

も
分
か
り
ま
し
た
。
も
う
少
し
い
い
写

真
を
撮
ろ
う
と
欲
を
出
し
、
テ
ン
コ
ン

バ
ー
タ
ー
を
外
し
、
カ
メ
ラ
を
装
着
し

た
ま
ま
三
脚
を
持
ち
上
げ
、
少
し
ず
つ

少
し
ず
つ
車
を
離
れ
、
松
の
本
に
近
づ

き
ま
し
た
。
止
ま
り
本
に
焦
点
を
あ
わ

せ
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
る
準
備
を
し
て

待
つ
と
、
ア
カ
グ
ラ
は
虫
を
口
に
持

っ

て
い
る
の
に
巣
穴
か
ら
四
、
五
ｖ川
離
れ

た
枝
に
止
ま
り
、
五
分
た
っ
て
も
十
分

た
っ
て
も
巣
穴
に
入
り
ま
せ
ん
。

巣
穴
の
中
の
雛
へ
の
影
響
を
考
え
て

私
が
車
の
と
こ
ろ
へ
戻
る
と
、
巣
穴
に

さ
っ
と
入
り
ま
す
。
車
と
カ
メ
ラ
ポ
ジ

シ
ョ
ン
の
間
を
四
、
五
回
行
っ
た
り
き

た
り
し
ま
し
た
が
、
カ
メ
ラ
ポ
ジ
シ
ョ

ン
で
は

一
枚
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
年
は
週
二
回
、
計
四
回
蛭
ヶ
野

に
足
を
運
び
ま
し
た
が
、
テ
レ
コ
ン
バ

ー
タ
ー
で
の
写
真
と
米
粒
大
の
姿
の
写

真
し
か
写
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

翌
年
二
月
下
旬
、
三
方
岩
岳
の
麓
で

カ
モ
シ
カ
と
追
い
か
け
っ
こ
を
し
た
帰

り
に
、
蛭
ヶ
野
の
昨
年
の
場
所
に
立
ち

寄

っ
て
み
る‐
と
、
ア
カ
グ
ラ
が
い
ま
し

た
。
双
眼
鏡
を
片
手
に
様
子
を
見
て
い

る
と
、
昨
年
使
用
し
た
上
の
穴
か
ら
四

〇
考
ほ
ど
下
部
に
あ
る
も
う

一
つ
の
穴

に
出
入
り
し
て
い
ま
す
。
何
も
く
わ
え

て
い
な
い
の
で
、
抱
卵
中
と
分
か
り
ま

し
た
。
時
刻
も
遅
く
、
光
線
も
写
真
に

適
さ
な
い
の
で
、　
一
時
間
ほ
ど
ア
カ
ゲ

ラ
の
姿
を
見
て
楽
し
み
、
家
路
に
着
き

ま
し
た
。

そ
の
三
日
後
か
ら
、
週
二
回
、
午
前

五
時
に
起
床
し
、
朝
食
の
弁
当
を
持

っ

て
蛭
ヶ
野
に
車
を
走
ら
せ
、
七
時
か
ら

九
時
ま
で
の
二
時
間
、
長
い
レ
ン
ズ
の
　
“

つ
い
た
重
い
三
脚
を
ア
カ
グ
ラ
の
顔
色
　
に

を
う
か
が
い
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
移
動
さ

せ
、
ま
た
車
を

一
ド川
で
も
巣
穴
に
近
づ

け
よ
う
と
苦
心
し
ま
し
た
。
私
の
姿
を

少
し
ず
つ
認
識
し
て
く
れ
た
の
か
、
雛

が
巣
立
つ
直
前
に
、
よ
う
や
く
テ
レ
コ

ン
を
外
せ
る
距
離
で
撮
影
で
き
ま
し
た
。

三
年
目
の
春
、
ま
さ
か
と
思
い
ま
し
た

が
蛭
ヶ
野
に
足
を
運
ぶ
と
、
な
ん
と
ま

た
、
ア
カ
グ
ラ
が
い
ま
し
た
。
こ
の
年

は
上
の
穴
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
驚
き

ま
し
た
。
上
下
三
個
の
穴
を

一
年
交
代

で
利
用
し
て
い
た
の
で
す
。
早
速
家
に

帰
り
、
洋
裁
好
き
な
妻
に
ブ
ラ
イ
ン
ド

を
作

っ
て
も
ら
い
、　
一
週
間
後
に
三
脚
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鰊

輻

幽

俳

旬

一鶉

躙
輻
輻
躙
輻
輻

自
神
山
地
　
ブ
ナ
も
み
ぢ

小
林
　
碧
郎

山
毛
欅
明
か
り
幹
を
伝
ひ
て
秋
時
雨

分
け
入
り
て
け
も
の
の
臭
ひ
山
葡
萄

尾
根
に
立
つ
山
毛
欅
亭
亭
と
蔦
紅
葉

山
毛
欅
の
根
に
潜
み
舞
め
き
月
夜
茸

日
に
馴
す
黄
葉
や
山
毛
欅
の
力
瘤

遺
さ
れ
て
原
生
樹
海
黄
葉
照
る

（十
月
六
、
七
日
き
の
こ
山
行
に
て
）

輻

魃

躙

俳

旬

一魃
輻
鰈
輻
輻
鐵
輻

鹿

川
崎
　
精
雄

鹿
暗
く
や
奥
秩
父
て
ふ
甲
斐
の
山

岩
重
畳
瑞
脳
山
の
鹿
晴
け
り

鹿
晴
く
や
夕
日
た
ゆ
た
ふ
笹
の
原

鹿
晴
け
り
道
探
し
ゐ
る
鼻
の
先

塩
分
の
谷
へ
下
れ
る
鹿
の
道

野
犬
群
鹿
を
襲
ひ
し
修
羅
の
跡

鹿
垣
の
戸
口
結
ひ
た
る
藤
の
蔓

を
持

っ
て
接
近
す
る
と
、
何
と
た
い
し

て
警
戒
す
る
こ
と
な
く
カ
メ
ラ
ポ
ジ
シ

ョ
ン
が
取
れ
た
の
で
す
。
同
じ
番
な
の

で
す
。
脚
に
リ
ン
グ
を
つ
け
た
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
科
学
的
立
証
は
不
能
で

す
が
、
ア
カ
グ
ラ
の
番
が
私
に
見
せ
る

反
応
は
、
明
ら
か
に
同
じ
番
を
表
し
て

い
ま
す
。

こ
の
年
、
せ
っ
か
く
妻
が
作

っ
て
く

れ
た
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
使
う
こ
と
な
く
、

満
足
の
い
く
ア
カ
グ
ラ
の
様
々
な
姿
態

が
カ
メ
ラ
に
収
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
翌
年
、
四
年
目
の
春
に
は
、
二

度
目
の
下
部
の
穴
で
し
た
。
抱
卵
初
期

か
ら
観
察
、
撮
影
に
入
っ
た
三
回
目
の

時
で
し
た
。
雄
が
巣
穴
に
入
っ
て
間
も

な
く
、
巣
穴
か
ら
少
し
離
れ
た
枝
に
止

ま

っ
て
い
た
雌
の
横
に
、
い
つ
の
間
に

か
雄
が
い
る
の
で
す
。
あ
れ
っ
と
思
っ

て
見
て
い
る
と
、
雄
が
グ
ズ
リ
な
が
ら

雌
に
に
じ
り
寄
り
ま
し
た
。
と
、
巣
穴

か
ら
猛
烈
な
勢
い
で
別
の
雄
が
飛
び
出

し
、
雌
に
に
じ
り
寄

っ
て
い
た
雄
が
、

垂
直
に
近
い
飛
翔
で
、
上
空
へ
上
空
ヘ

と
逃
げ
て
行
き
ま
す
。
巣
穴
か
ら
飛
び

出
し
た
も
う

一
羽
の
雄
が
、
ど
こ
ま
で

も
、
ど
こ
ま
で
も
追
い
か
け
ま
す
。
遥

か
上
空
、
米
粒
よ
り
さ
ら
に
小
さ
く
な

っ
て
姿
が
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
時

間
に
し
て
ほ
ん
の
数
秒
の
出
来
事
、
何

が
起
き
た
の
か
瞬
時
に
は
理
解
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
私
も
男
女
の
機
微
が

わ
か
る
年
齢
、
雄
二
羽
の
姿
を
見
失
っ

て
か
ら
発
生
し
た
事
態
を
理
解
し
ま
し

た
。
飛
翔
の
仕
方
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
、

い
ず
れ
も
か
つ
て
み
た
こ
と
の
な
い
飛

び
方
に
、
雄
の
嫉
妬
心
の
激
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
ま
さ
に
殺
毅
せ
ん
と
い
わ

ん
ば
か
り
の
勢
い
で
し
た
。

雌
は
と
い
う
と
何
事
も
な
か
っ
た
よ

う
に
涼
し
い
顔
を
し
て
巣
穴
に
入
り
抱

卵
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
四

十
分
経
過
し
て
も
雄
が
帰
ら
な
い
の
で
、

私
も
三
脚
を
た
た
み
帰
路
に
つ
き
ま
し

た
。

こ
の
二
つ
の
穴
の
枯
本
に
営
巣
し
た

ア
カ
グ
ラ
は
、
五
年
に
わ
た
り
私
の
被

写
体
に
な
り
ま
し
た
が
、
六
年
目
に
道

を
挟
ん
で
隣
接
す
る
レ
ン
グ
ツ
ツ
ジ
の

咲
く
草
地
が
、
観
光
牧
場
に
造
成
さ
れ

た
た
め
三
度
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。五
年
の
撮
影
の
間
に
は
、

ア
カ
グ
ラ
が
虫
ば
か
り
で
な
く
、
蟻
を

頻
々
と
食
べ
る
こ
と
、
雛
が
生
後
あ
る

日
数
を
経
過
し
て
か
ら
は
、
本
の
実
も

食
餌
す
る
こ
と
を
観
察
し
ま
し
た
。

山
野
を
歩
き
は
し
ま
し
た
が
、　
一
時

期
ピ
ー
ク
を
忘
れ
、
山
ヤ
か
ら
鳥
ヤ
に

走

っ
た
私
と
ア
カ
グ
ラ
の
出
会
い
の
顛

末
で
す
。

69000m以上の19215峰を全て所収

世界初の精密登山地図 完成 ::

カラコノレム・Ⅷ熙駕X蘭
ヒンズークシ三

HIN罵

瀑l
B全判地図 13葉

附〕カラコルムセンズークシュニ蘭脱(尾彗賣糞共→
A4変型判・上製美装ケース入 385ページ

◎好評発売中 !!定価 (本体 33,000円 +税 )

国内外の多 くの登山家・ 探検家による最新情報を刻み込んだ世界で

最 も詳 しい登山地図がついに完成 !全て経緯度を位置付け、既登峰・

未登峰を明示.氷河地帯の知 りうる限 りの情報 も満載。別冊山岳研

究では貴重なパ ノラマ写真に高度 と山名を添えて掲載。現地言語に

よる地名山名研究 と併せてヒマラヤ全域の知識を提供する。

登山地図

ナ カ ニ シ ヤ 出 版
〒 606-8316京 都 市 左 京 区 吉 田 二 本 松 町 2
丁el.075-751-121l Fax.075-751-2665
URL http:〃 www.nakanishiyaoco.jp/
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ロ
バ
、
ラ
ク
ダ
、
犬
ゾ
リ
、
航
空
機
、

ヘ
リ
、
大
陸
横
断
バ
ス
、
四
輪
駆
動
車
、

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
、
マ
ウ
ン
テ
ン

・
バ
イ

ク
…
…
。
極
地
や
ヒ
マ
ヤ
ラ
な
ど
辺
境
の

地
を
旅
す
る
に
も
そ
の
移
動
手
段
は
驚
く

ほ
ど
多
彩
、
便
利
に
な

っ
た
時
代
だ
。
金

さ
え
あ
れ
ば
ガ
イ
ド
や
通
訳
、
あ
る
い
は

ポ
ー
タ
ー
を
頼
む
こ
と
も
難
し
い
こ
と
で

は
な
い
。

そ
う
い
う
時
代
、
中
山
嘉
太
郎

（よ
し

た
ろ
う
）
が
や
っ
て
い
る
こ
と
を
ど
う
評

価
し
た
ら
い
い
の
か
。

ま
ず
は
友
人
に
届
い
た
最
新
の
は
が
き

（十

一
月
二
十
六
日
着
）
を
紹
介
し
よ
う
。

大
判
は
が
き
に
小
さ
な
文
字
が
ぎ

っ
し
り

書
き
こ
ま
れ
て
い
る
。

〈十

一
月

一
日
に
ト
ル
コ
に
入
国
し
て
今

日
は
十
三
日
目
の
Ｈ
／
１３
で
す
。
今
日
は

エ
ル
シ
ン
ジ
ヤ
ン
と
い
う
町
を
出
発
し
て

五
五
キ
ロ進
み
、
と
あ
る
村
に
暗
く
な
り
か

け
て
着
き
ま
し
た
。
そ
こ
の
村
人
に
泊
ま

ら
せ
て
く
れ
と
頼
む
と

『
い
い
よ
』
と
言

わ
れ
た
も
の
の
ト
ラ
ク
タ
ー
で
二
十
分
も

移
動

（山
の
方

へ
）
し
…
…
〉

ト
ル
コ
の
冬
は
寒
い
。
は
が
き
の
文
章

か
ら
中
山
の
旅
の
現
実
が
伝
わ

っ
て
く
る
。

〈氷
点
下
に
近
い
朝
も
あ
り
、
薄
氷
が
二

回
程
張
り
ま
し
た
。
今
日
も
二

一
六
〇
眉

の
峠
を
越
え
、
泊
ま

っ
て
い
る
村
は
標
高

一
六
五
Ｏ
μ川
だ
そ
う
で
す
。
…
…
実
は

一

昨
晩
は
野
宿
で
、
あ
る
も
の
を
全
部
着
込

ん
で
シ
ュ
ラ
フ
に
も
ぐ
り
何
と
か
し
の
ぎ

ま
し
た
。
温
度
計
は
四
度
で
し
た
。〉

な
ん
と
中
山
は
、
野
宿
し
な
が
ら
走

っ

て
旅
を
し
て
い
る
ら
し
い
。
で
も
、
い
っ

た
い
、
ど
こ
か
ら
？

〈今
日
ま
で
百
二
十
日
、
五
四
五
七
キ
ロ厨

（西
安
か
ら
八

一
三
二
キ
ロ肝
）
と
な
り
、
イ

ス
タ
ン
ブ
ー
ル
ま
で
あ
と

一
〇
〇
〇
キ
ロ厨

位
で
す
〉

そ
う
、
四
十
四
歳
に
な

っ
た
こ
の
旅
人

は
、
中
国
の
西
安
か
ら
は
る
ば
る
ト
ル
コ

ま
で
走
り
つ
づ
け
、
間
も
な
く
ゴ
ー
ル
に

た
ど
り
着
こ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

山
梨
県
の
電
機
メ
ー
カ
ー
を
や
め
た
の

が
、
昨
年
五
月
。
ひ
そ
か
に

「シ
ル
ク
ロ

ー
ド
走
り
旅
」
計
画
を
あ
た
た
め
て
い
た

中
山
は
ほ
と
ん
ど
友
人
に
も
言
わ
ず
日
本

を
発
ち
、
六
月
は
じ
め
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

起
点
、
中
国

ｏ
西
安
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

寝
袋
と
少
し
の
着
替
え
を
詰
め
た
小
さ
な

ザ
ッ
ク
を
背
負

っ
て
の
走
り
旅
。
片
言
の

中
国
語
会
話
と
筆
談
で
、
方
角
を
聞
き
、

毎
日
の
食
と
住
を
確
保
し
た
。

と
り
わ
け
夏
に
な

っ
て
猛
暑
の
中
、
飲

み
水
を
ど
う
得
る
か
、
が
ひ
と
苦
労
だ

っ

た
。
「水
」
と
書
い
た
紙
を
持

っ
て
砂
漠
地

帯
の
国
道
に
立
ち
、
通
り
す
が
り
の
ト
ラ

ッ
ク
か
ら
飲
み
水
を
も
ら

っ
て
し
の
い
だ

こ
と
は
何
度
も
あ
る
。

特
別
に
許
可
を
取

っ
た
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
無
論
、
警
察
に
は
何
度
も
呼
び
止

め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
写
真
入
り
で
地
元

紙
に
紹
介
さ
れ
て
か
ら
は
、
そ
の
記
事
を

そ
の
都
度
見
せ
、
や
り
や
す
く
な

っ
た
。

い
ろ
い
ろ
な
目
に
会

っ
た
が
、
当
面
の

目
的
だ

っ
た
ウ
ル
ム
チ
ま
で
二
六
七
五
キ
ロ

を
五
十
二
日
間
か
け
て
走
り
通
し
た
。
こ

の
後
、
い
っ
た
ん
帰
国
し
た
中
山
は
、
今

度
は
南
米
大
陸
走
り
旅
に
挑
戦
す
る
。
チ

リ
か
ら
ボ
リ
ビ
ア
、
ベ
ル
ー
と
四
七
〇
〇

キ
ロを
や
は
り
野
宿
し
な
が
ら
九
十
九
日
間

で
走

っ
た
。
チ
リ
ー
ボ
リ
ビ
ア
国
境
の
標

高
二
九
〇
〇
～
四
九
〇
〇
口川
地
帯
を
抜
け

た
時
は
、
高
山
病
で

「頭
が
割
れ
る
よ
う

に
痛
か
っ
た
」
が
、
ラ
パ
ス
～
ク
ス
コ
間

の
標
高
三
二
〇
〇
～
四
三
〇
〇
眉
の
地
帯

で
は

「順
応
と
い
う
の
は
凄
い
。
最
終
日

は
ガ
ン
ガ
ン
走
り
ま
し
た
」
と
書
く
。

南
米
で
の
旅
で
自
信
を
得
た
の
だ
ろ
う
。

今
年
七
月
、
中
山
は
ウ
ル
ム
チ
に
戻
り
、

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
ゴ
ー
ル
、
イ
ス
タ
ン
ブ

ー
ル
を
目
指
し
て
再
び
走
り
出
し
た
。
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
ト
ル

ク
メ
ニ
ス
タ
ン
と
中
央
ア
ジ
ア
の
国
々
を

毎
日
五
―
六
〇
キ
ロ
、
「片
言
の
」
ロ
シ
ア
語
、

ベ
ル
シ
ャ
語
、
ト
ル
コ
語
を
そ
の
都
度

マ

ス
タ
ー
し
て
、
走
り
続
け
た
。
大
学
院
で

は
薬
学
を
学
ん
だ
中
山
だ
が
、
語
学
に
も

並
々
な
ら
ぬ
関
心
が
あ

っ
た
よ
う
だ
。

ト
ル
コ
で
は
警
察
に
日
に
六
度
も
チ

ェ

ッ
ク
さ
れ
る
な
ど
苦
労
は
数
え
切
れ
な
い
。

一
方
で
心
優
し
い
人
た
ち
の
親
切
は
身
に

し
み
た
し
、
南
米
の
ア
タ
カ
マ
高
地
で
出

会

っ
た
自
転
車
旅
の
フ
ラ
ン
ス
人
と
、
イ

ラ
ン
で
ば

っ
た
り
再
会
す
る
な
ど
の
喜
び

も
あ

っ
た
。

一
時
帰
国
し
て
い
た
頃
、
走
り
旅
を
綴

っ
た
克
明
な
日
記
を
見
せ
て
も
ら

っ
た
こ

と
が
あ
る
。
地
を
這
う
旅
の
感
想
は
独
特

な
味
が
あ
り
、
知
的
で
あ

っ
た
。
何
よ
り

も

一
足
で
走
り
と
お
し
た
と
い
う
ぼ
ろ
ぼ

ろ
の
シ
ュ
ー
ズ
に
風
格
が
あ

っ
た
。

無
名
の
中
年
旅
人
、
中
山
嘉
太
郎
。
夏
、

ク
ラ
イ
マ
ー
の
山
野
井
泰
史
と
話
し
た
時
、

「中
山
さ
ん
の
や
っ
て
る
こ
と
は
、
間
違

い
な
く
今
年
最
大
の
冒
険
で
し
ょ
う
ね
」

と
、
言

っ
て
い
た
。
同
感
で
あ
る
。

ボリビアの4500mの高地を行く中山 (2001年4月 )

驚くべき

シルクロードの旅

江本 嘉伸
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図書紹介赤
沼
淳
夫

・
著

『四
季
の
心
象

燕
岳
と
安
曇
野
』

著
者
の
赤
沼
淳
夫
氏
は
、
北
ア
ル
プ

ス
燕
岳
に
あ
る
燕
山
荘
の
二
代
目
主
人

で
あ
り
、
安
曇
野

・
穂
高
町
に
生
ま
れ

燕
岳
を
庭
と
し
て
、
生
活
の
大
部
分
を

過
ご
し
た
。
過
去
に
も
数
冊
の
写
真
集

を
出
し
て
い
る
。
今
回
は
燕
山
荘
創
立

八
十
周
年
を
迎
え
て
の
記
念
出
版
で
あ

る
。
写
真
の
数
は
八
十
数
枚
、
燕
岳
山

域
の
山
岳
風
景
と
安
曇
野
の
自
然
が
ほ

ぼ
半
分
ず
つ
、
春
夏
秋
冬
の
順
に
構
成

さ
れ
て
い
る
。

燕
岳
特
有
の
花
商
岩
の
オ
ブ
ジ

ェ
の

作
品
は
ハ
ッ
と
さ
せ
る
美
し
さ
を
、
安

曇
野
の
草
本
、
鳥
、
昆
虫
、
田
畑
な
ど イラスト 蜂谷益雄

に
は
他
所
者
に
は
真
似
の
で
き
な
い
理

解
の
深
さ
と
温
か
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
。
さ
す
が
は
安
曇
野
の
主
。

著
者
は

「あ
と
が
き
に
か
え
て
」
の

中
で

「こ
れ
か
ら
は
残
さ
れ
た
こ
の
か

け
が
え
の
な
い
自
然
を
守
り
、
次
世
代

に
継
承
す
る
こ
と
が
こ
の
地
に
住
む
者

の
責
務
と
思
い
、
レ
ン
ズ
を
通
し
て
、

少
し
で
も
自
然
破
壊
防
止
の
一
助
に
な

れ
ば
と
の
願
い
を
込
め
て
…
…
」
と
書

い
て
い
る
が
、
十
三
分
に
意
図
が
感
じ

ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
写
真
集
で
あ
る
。

（茂
見
　
猛
）

二
〇
〇

一
年
五
月
　
東
京
新
聞
出
版

局
発
行
　
一
〇
八
ペ
ー
ジ
　
三
千
八

百
円

鷹
沢
の
り
子
・
著

『芦
崎
寺
も
の
が
た
り
』

表
紙
に
は
、
剣
岳
を
背
に
さ
わ
や
か

に
笑
う
五
人
の
男
た
ち
の
写
真
。
皆
い

い
笑
顔
だ
。
彼
ら
は
、
立
山
の
麓
の
声

崎
寺
の
男
た
ち
。
五
十
年
前
に
撮
ら
れ

た
そ
の
表
紙
の
写
真
を
見
て
い
る
と
、

あ
あ
、
山
の
男
た
ち
は
こ
ん
な
ふ
う
に

笑

っ
た
な
と
懐
か
し
く
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
本
の
舞
台
は
、
小
さ
な
集
落
な

が
ら
、
山
岳
関
係
者
に
知
ら
な
い
者
の

な
い
山
岳
ガ
イ
ド
の
村

ｏ
芦
崎
寺
で
あ

る
。
著
者
は
こ
の
村
に
生
き
た
佐
伯
宗

作
、
佐
伯
文
蔵
、
佐
伯
富
男
と
い
う
三

人
の
名
ガ
イ
ド

（そ
う
、
こ
の
村
の
住

人
は
ほ
と
ん
ど
佐
伯
姓
か
志
鷹
姓
な
の

だ
）
の
生
き
方
を
通
し
て
、
立
山
の
開

山
以
来
現
在
ま
で
常
に
山
と
関
わ
り
続

け
て
き
た
こ
の
村
の
姿
を
描
く
。

山
と
人
の
関
わ
り
方
は
宗
教
・探
検
・

観
光
と
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
の
中
で

大
き
く
形
を
変
え
て
き
た
。
そ
の
中
で
、

時
代
を
超
え
て
、
常
に
誇
り
を
持

っ
て

山
と
添
う
よ
う
に
生
き
て
き
た
芦
崎
寺

の
姿
は
、現
代
の
一
つ
の
寓
話
で
あ
る
。

（三
好
ま
き
子
）

二
〇
〇

一
年
五
月
　
山
と
漢
谷
社
発

行
　
二
七
八
ペ
ー
ジ
　
千
七
百
円

慶
佐
次
盛

一
・
著

『北
摂
の
山
（上
）

東
部
編
』

大
阪
の
北
西
部
に
広
が
る
山
々
を

一

般
に

「北
摂
の
山
」
と
呼
ん
で
い
る
が

明
確
な
区
分
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
標
高
に
お
い
て
八
〇
〇
μ川
を
超
え
る

山
は
な
い
が
、五
〇
〇
～
六
〇
〇
μ川
の
、

い
わ
ゆ
る
里
山
が
ひ
し
め
い
て
い
る
。

こ
の
地
を
山
城
側
と
播
磨
側
の
ほ
ぼ
中

央
で
東
部
編
と
西
部
編
と
に
分
け
、
今

回
そ
の
東
部
編
が
上
梓
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
東
端
の
天
王
山
か
ら
西
端

の
堂
床
山
、
ま
た
北
方
は
深
山
ま
で
の

六
十

一
山
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

著
者
の
態
度
は
、
登

っ
て
降
り
た
、

を
主
眼
に
す
る
の
で
な
く
、
地
誌
、
歴

史
、
寺
社
や
史
跡
な
ど
に
幅
広
く
目
を

配
り
、
読
み
物
と
し
て
も
十
分
に
楽
し

め
る
よ
う
編
ま
れ
て
い
る
。
特
筆
す
べ

き
は
、
そ
の
登
り
方
に
お
い
て
、
い
ま

流
行
の
マ
イ
カ
ー
登
山
を
廃
し
た
こ
と

で
、
こ
の
地
理
的
に
割
合
不
便
な
地
域

に

「電
車
と
バ
ス
の
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
、
経
済
性
と
自
然
保
護
に
配

慮
し
た
エ
コ
ハ
イ
キ
ン
グ
、
エ
コ
登
山
」

を
提
唱
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
文
は
人

な
り
と
い
う
が
、
ま
こ
と
表
現
さ
れ
た
　
”

も
の
の
裏
に
著
者
の
人
柄
の
現
れ
と
観
　
Ｈ

る
は
深
読
み
に
過
ぎ
る
だ
ろ
う
か
。

前
著

『兵
庫
丹
波
の
山
』
（上
下
）
に

続
く
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
シ
リ
ー
ズ
と
し

て
続
き
が
期
待
さ
れ
る
。
（柏
木
宏
信
）

二
〇
〇

一
年
四
月
　
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出

版
発
行
　
二
七
〇
ペ
ー
ジ
　
折
込
地

図

一　
葉
　
二
千
円

田
畑
真

一
・
著

『知
ら
れ
ざ
る
Ｗ
・ウ
ェ
ス
ト
ン
』

長
い
問
ウ

ェ
ス
ト
ン
一
筋
に
調
査
を

続
け
て
い
る
田
畑
さ
ん
の
六
冊
目
の
著

書
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
六
冊
と



山 679-2001・ 12・ 20(第二種郵便物認可)

も
ウ

ェ
ス
ト
ン
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。

著
者
の
方
法
は
、
前
五
冊
で
も
そ
う

で
あ

っ
た
が
、
ウ

エ
ス
ト
ン
の
著
書
の

中
の
ひ
と
つ
の
言
葉
、あ
る
い
は
文
章
、

ま
た
は
写
真
を
取
り
上
げ
、
そ
の
事
実

関
係
を
徹
底
的
に
、
微
に
入
り
細
に
わ

た
り
調
べ
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
も

す
れ
ば
読
み
飛
ば
し
て
し
ま
う
個
所
で

も
、
田
畑
さ
ん
は
事
実
か
ど
う
か
を
調

べ
る
。
資
料
を
探
り
、
現
地
に
赴
き
、

関
係
者
に
聞
く
、
と
い
う
手
間
ヒ
マ
の

か
か
る
こ
と
を
、
熱
心
に
や
っ
て
し
ま

う
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
す
ご
い
。
怠

け
者
の
筆
者
は
、
そ
の
努
力
を
思
う
だ

け
で
も
、
気
が
遠
く
な
り
、
言
葉
を
失

っ
て
し
ま
う
。
余
人
に
は
な
し
得
な
い

こ
と
だ
。

こ
う
し
て
掘
り
起
こ
さ
れ
た
事
実
は

た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
れ
ら
が
本
書
の
各

ペ
ー
ジ
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。た
と
え
ば
、

巻
頭
に
載

っ
た
、
立
山

・
雄
山
神
社
に

ウ

ェ
ス
ト
ン
の
記
帳
文
の
発
見
な
ど
は
、

田
畑
さ
ん
の
粘
り
が
な
け
れ
ば
、
と
て

も
実
現
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
あ
ま
り
に
も
細
微
に
わ

た
る
調
査
に
対
し
て
、
評
価
し
な
い
向

き
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
う
し

た
無
駄
と
も
思
え
る
努
力
な
く
し
て
は
、

新
し
い
発
見
は
生
ま
れ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
点
は
、
も
の
ぐ
さ
で
怠
け
者
の
筆

者
は
、
本
書
に
よ

っ
て
教
え
ら
れ
る
こ

と
大
で
あ
る
。

田
畑
さ
ん
が
、
ま
す
ま
す

「追

っ
か

け
ボ
ー
イ
」
ぶ
り
を
発
揮
し
て
、
ウ

ェ

ス
ト
ン
研
究
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
を

祈
る
。　
　
　
　
　
　
　
（水
野
　
勉
）

二
〇
〇

一
年
九
月
　
信
濃
毎
日
新
聞

社
発
行
　
二
九

一
ペ
ー
ジ
　
千
六
百

円
藤
原
咲
子
・
著

『父
へ
の
恋
文
』

作
家
、
新
田
次
郎
の
娘
に
生
ま
れ
た

著
者
が
、
新
田
の
没
後
二
十
年
に
な

っ

て
初
め
て
大
好
き
な
父
次
郎
に
つ
い
て

を
綴

っ
た
。
幼
児
の
頃
、
病
床
に
あ

っ

た
母
親
に
は
ま
と
わ
り
つ
く
こ
と
も
、

甘
え
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
著
者
は

優
し
い
父
親
に
甘
え
て
育

っ
た
。

十
歳
の
と
き
、
父
が
直
木
賞
受
賞
直

後
の
書
斎
で

「お
父
さ
ん
が
死
ん
だ
ら

ね
、
作
家
新
田
次
郎
は
こ
ん
な
風
に
し

て
書
斎
で
原
稿
を
書
い
て
い
た
っ
て
い

う
こ
と
、
ち
ゃ
ん
と
覚
え
て
い
て
、
し

っ
か
り
作
品
に
残
す
ん
だ
よ
」
言
葉
に

多
少
の
遅
れ
が
あ

っ
た
娘
に
心
を
開
か

せ
、
自
信
を
持
た
せ
よ
う
と
文
章
指
導

を
開
始
し
た
頃
の
父
の
言
葉
で
あ

っ
た
。

昭
和
五
十
五
年
二
月
の
寒
い
朝
、
父

は
突
然
、
逝

っ
た
。
三
ヵ
月
後
、
著
者

は
、　
一
気
に
三
百
枚
の
原
稿
を
書
き
上

げ
た
が
、
そ
れ
は
作
家
新
田
次
郎
を
語

っ
て
い
な
い
と
し
て
発
表
す
る
に
は
至

ら
ず
、
そ
の
後
、
二
十
年
を
経
た
今
「果

た
し
て
本
当
に
父
と
の
約
束
が
守
れ
た

だ
ろ
う
か
」
と
父
に
問
い
掛
け
つ
つ
発

表
し
た
の
が
こ
の
作
品
で
あ
る
。

母
は
作
家
藤
原
て
い
、
し
か
し
幼
少

時
の
苛
酷
な
満
州
か
ら
の
引
き
揚
げ
体

験
の
中
に
は
母
と
の
確
執
が
あ
り
、
そ

れ
ゆ
え
に
な
お

一
層
父
を
慕
う
少
女
で

あ
っ
た
著
者
の
、
こ
れ
は
ま
さ
に
父
ヘ

の
恋
文
だ
と
思
う
。
　

（渡
邊
　
玉
枝
）

二
〇
〇

一
年
八
月
　
山
と
漢
谷
社
発

行
　
二
五
四
ペ
ー
ジ
　
千
四
百
円

江
村
真

一
・
著

『山
の
描
き
方
　
絵
姿
の
百
名
山
』

本
書
は
、
こ
れ
ま
で
の
山
旅
を
描
い

た
画
文
集
と
は
全
く
異
質
の
山
の
絵
本

で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
に
「山
の
描
き
方
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
登
山
者
の
た
め
の

ス
ケ
ッ
チ
入
門
書
で
も
な
け
れ
ば
、
手

引
書
で
も
な
い
。
こ
の
山
は
ど
こ
か
ら

描
け
ば
よ
い
か
、
ど
こ
か
ら
描
い
た
ら

絵
に
な
る
か
、
を
教
え
て
く
れ
る
教
科

書
に
な
る
案
内
書
で
あ
る
。

山
の
絵
描
き
は
、
山
の
絵
を
見
る
と

ま
ず
ど
こ
か
ら
描
い
て
い
る
か
を
考
え

な
が
ら
見
る
。
名
山
を
よ
り

一
層
引
き

立
て
る
の
は
、
よ
り
よ
い
構
図
で
あ
る

か
ら
だ
。
そ
れ
で
山
の
絵
描
き
は
、
事

前
に
あ
っ
ち
こ
っ
ち
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
探
し
て
歩
く
の
だ
が
、
で
き
れ
ば
そ

ん
な
駆
け
回
り
は
せ
ず
に
済
ま
せ
た
い
。

こ
の
よ
う
な
多
く
の
願
望
に
初
め
て
応

え
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

北
は
利
尻
島
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、

四
十
年
間
山
を
描
い
て
き
た
筆
者
が
絵

に
な
る
山
を
百
山
選
ん
だ
画
集
で
、
ま

さ
し
く

「絵
姿
の
百
名
山
」
で
あ
る
。

季
節
を
そ
ろ
え
て
春
夏
秋
冬
の
四
章
に

分
け
た
構
成
も
よ
い
。　
一
山
ご
と
の
地
　
ω

図
に
は
ス
ケ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
の
表
示
が
　
Ｈ

入
り
、
写
生
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
載
せ

て
あ
る
。
ス
ケ
ッ
チ
ャ
ー
ヘ
の
気
配
り

が
感
じ
ら
れ
る
好
著
。
　

（杉
田
　
博
）

二
〇
〇

一
年
十
月
　
朝
日
新
聞
社
発

行
　
朝
日
選
書
６
８
５
　
一
三

六
ペ

ー
ジ
　
千
二
百
円

『新
世
紀
を
拓
く

世
界
十
人
の
山
の
写
真
家
展
』

本
書
は
今
年
豊
田
市
で
開
か
れ
た
表

題
の
写
真
展
の
図
録
で
あ
る
。
写
真
展

は
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た

「世
界
山

岳
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
関
連
事
業
と
し
て
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イギリスにおける登山助成金 ‐基金 (GRANTS)

10月号でアメリカにおける3団体の2001年GRANTS(基金―助成金)の実績を報告しましたが、
今回は英国エヴェレス ト財団、Mount Everest Foundation(MEF)の紹介、
および1998-2001年の遠征助成金の実績とその傾向について報告します。

資料は海外委員会の要請により、エヴェレス ト財団のHon.Secretary,Mr.W.H.Ruthvenよ り
送られてきたもので、これをベースにまとめました。

個人ベースでの「新しい領域、未踏への挑戦」が評価の基準になつています。

ヒマラヤ8000m峰のブランド志向や大艦巨砲主義は対象にはしていません。
地域も、いささかグリーンランド偏重があるものの、おおむね全世界に広がつています。

英国らしい伝統を感じさせます。

海外委員会理事・中村 保

将来支援を受けられない。

選考 :11月 と3月 の年 2回選考委員会 (Screening
Committee)が応募内容を審査する。それぞ
れの締め切 りは8月 31日 と12月 31日 である。

【補足】応募した計画は英国山岳協会 (British Moun―

taineering Council=BMC)お よびスコットランド

山岳協会 (Mountaineering Council of ScOtland)の

助成金の審査対象にもなる。MEFと BMCは非常に
緊密な関係にあるが、別組織であり、助成も別々に

行つている。審査の基準は少し異なる。国家機関で

あり登山活動を代表するBMCは 「クライ ミング」
に重点を置 く一方、無報酬の雇員に支えられるボラ

ンティア団体のMEFは 「探検」に集中する。が、
多くの遠征隊が両方から支援をうける傾向は避けが

たい。

エヴェレスト財団支援実績の国別比率
1998-2001年 (%は件数の比率)

1998   1999  2000  2001

グリーンランド

USA
インド

ボリビア

チリ

ネパール

パキスタン

中国 (チベット・新彊)

CIS(キルギス・カザフスタン)

(%)

16

22

3

5

14

19

3

3

エヴェレスト財団
( Mount Everest Foundation : MEF)

Patron:H.R.H. The Duke of Edinburgh, K.G.K.T.

設立 :1953年 のエヴェンス ト初登頂を契機に設立。

目的 :英国およびニユージーランドの遠征隊への支

援。対象は高山・遠隔地の山の探検・登山お

よび科学的調査活動。

基金 :エヴェレス ト遠征の剰余資金およびその後の

ロイヤルティー。

運営 :アルパイン・クラブと王立地理学会により構

成 (それぞれから6人ずつ)さ れる運営委員
会 (Conlmittee ofManage]mtent、 1999-2000
のChairmanは クリス 。ボニントン、2001は

リンゼイ・グリフィン)が管理 0運営。
助成金 :現在までに700,000英 ポンドを配分。全て

の運営上の仕事はボランティアの職員によっ

て行われている。

対象 :助成金の大部分は現在では、中央ヨーロッパ

を除く、Greater Rangesに おける初登攀や新

ルー ト開拓を計画する冒険的なクライマーに

より組織される小規模遠征隊に与えられてい

る。山岳における調査・研究も支援される。

各々の遠征隊を評価するにあたっては探検的
0革新的であることに特に注意が払われる。

義務 :1)遠征終了後6週間以内に概要報告書と会計

報告を提出。

2)そ の後できるだけ早 く最終報告書を提出。

これらの義務を果たさない場合は、隊長は
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び新ルートの開拓 (1,000)

7.Darwin Range 2001英国隊一

S.Yetes、 南米チリ 0フ ェゴ島

フェゴ島 (Tierra del Fuego)ダ ーウィン山の探

検と初登頂 (1,000)

8.ベ トナム2001(ケ ービング)一
H口 Limben、 ベ トナム北東部

Cao Bang&Quang Binh州 におけると洞穴探検
の継続 (1,000)

9.Huautla/Cheve洞 穴のダイビングー
J.Ma‖ inson、 メキシコ 0オハカ州

世界最深の記録をつ くるため潜行ルー トの探検

(500)

10口 昆奇山脈2001英国隊―

J口 FЮeman―Attwood、 中国・見奇

Pk 6786m anJor Pk6582mの 初登頂、および周辺

の未踏峰の探査 (740)

11.SMC東グリーンランド2001-
DL C.Jones、 東グリーンランド

Sussex(2300m)南 壁の初登攀 (590)
12.Chankusa氷 河2001英国隊―
S.Ashworth、 パキスタン 0チ ョゴリサGrp

6000mピークの探査と初登頂および K6(Balti―

stan Peak)北壁の偵察 (中止440)

13.冬季グリーンランドー

A.Powe‖ 、グリーンランド東部

Tupilak(2264m)北壁の冬季初登攀 (690)
14.Llanber:s2001パ タゴニアー

L.McGinley、 アルゼンチン 0フ ィッツロイNP
セロ・トーンで南東/南壁/西壁経由の新ルートを
開く (640)

15.GЮater丁阻ngo 2001英国隊―

M.(丁 )丁urner、 パキスタン 0バル トロ西部

グレーター・トランゴ (c6240m)東壁1400mの

新ルートの初登攀 (740)

16日 英 0ニ ュージーランドRaksha Ura1 2001-

A.丁homas、 ネパールGurans Himal
Seti谷 から入り探査とRaksha Uraiの ピー・ク

(c6550m)σ )初登頂  (840)

17.Kantega=南 稜 、 英国隊―
M.Fowier、 ネパールMahalangur‐ Barun
南東バットンスからPeak 43(6769m)の初登攀

(640)

18E東グリーンランド氷河調査2001-
H.Prichard、 東グリーンランド

Surge― type氷河 (Blossevme Kyst)の 地球物理学

的測定 (中止740)

19日 英国女子隊 ノボリビア 0コルディエラ・レアル

2001- Dr.A.Pennington、 ボリビア
コルディエラ・レアルの中央部探検とNevado

ペルー

アルゼンチン

メキシヨ

ベ トナム

モザンビーク

カナダ

南極

ケニア

マレーシア

マダガスカル

ノルウェー

助成件数合計     43  37  33  44

助成金額合計 (2) 30,5503■60033,85027月 70
(仮集計)

上記の国別分布から、この4年間の趨勢としてアジア

の比重が下がっている傾向が見てとれる。なかんず

く、2001年はグリーンランドとUSA(ア ラスカ)ヘ
の偏りが特徴的である。

2001年エヴェレスト財団支援の遠征計画
2001 EXPEDIT:ONS SUPPORTED BY MEF
(Mount EveЮst Foundation)

[上 2段太字]隊名、隊長、場所 [下段細字]目 的、助成金

(単位 :英ポンド)

-2001年9月 18日 現在の仮集計一
1ロ グリーンランド2000新世紀のティルマンー
R.B.Shepton、 グリーンランド西部

Upernavik地方遠隔地のピークの初登とBylot
島の横断 (助成金なし)

2.コ ンパス・サポートDronning Louise 2001-

Bo Mitche‖、グリーンランド北部

人跡まれな地方の初登頂とスキー旅行 (中止)

3.Cochamoビ ッグ・ウオールとアルバインー
Dr.L.Regan、 南米チリ中央

2つの顕著な初登攀、ビッグ・ウォールとアルパイ

ン 0ト ラバース (500)

4.Mount Hunterの 東バットレスー

M口 Bass、 アラスカ USA
マウント・ハンター北峰 (4491m)の 東壁に新ル
ートを開く (750)

5.APEXボ リビア 2001(sci)一
K口 Bai‖ ie、 南米ボリビア西部

Chacaltaya Laboratory(5200m)に おける医学

研究  (1,000)

6.Paine South丁 o、ハrer 2001-

M。 (T)丁urner、 南米チリ0パイネ地方
パイネ南塔 (c2500m)の英国人による初登攀およ

バ
υ

（３

５

２

２

２

２

6

６

３

３

６

5

Ｒ
）
　

　

Ｑ
Ｏ

　

　

（Ｕ

Ｒ
）

（３

3
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コルディエラ・アポロバンバのPupuya山塊の基礎

調査、探検、初登頂 (300)

34。 ニュージーランドO Kangri Garpo 2001-

J.NankeⅣ is、 中国東南チベット

拉古氷河から未踏の5600～6600mピークの初登
頂 (940)

35.ア ラスカ :ビ ッグ・スリー 2001-
A.Parkin、 アラスカ USA
Hunter北バットレス、Foraker南 東稜、Denali南

壁に新ルート開拓 (中止640)

36.Quitaralu南 西壁―

N.Bu‖ock、 ベルー 0ブランカ山群

Quitarttu(6040m)南 西壁とAlpamayo

(5974m)新 ルートの初登攀 (340)
37。 So!u20011葉:[コ膨狭―
D.W‖ kinson、 パキスタン O Rakaposhi E(?)

Solu Brakk (5901m)お よて:バSolu氷 ツ可の谷から
6000m峰の初登]頁 (490)
38.Kangerdlugssuaq Flord South 2001:美 :[コ 1隧狭―

P.Battlett、 グリーンランド東部

既調査の地域の探検および初登頂 (中止390)

39.2001 `BaFOneS' I業 :[コ1臓狭―

M.Dickinson、 グリーンランド南部
`The Barones'の 800m西壁の初登攀とフィルム

撮影 (590)

40日 lSail Greeniand 2001-

A口 White、 グリーンランド南部

スコットランドからグリーンランドヘ航海、Kan―

」kitsoq Fiordか ら登攀 (490)

41.Srnog in Greenland―

M.Lampaだ 、グリーンランド北東部
Franekels Land(73 20N,29W)に おける初登
頂  (640)

42日 South Greenland 2001-

M.Heason、 グリーンランド南西部

Prins Christian Sundの 未踏の花自岩壁とピーク

の初登攀 (540)

43.丁agne 2001-
A.Vine、 インド・ Karcha Parbat Grp

Tange(6404m)(あ るいはZanskar山脈の同じよ
うなピーク)の初登頂 (590)
44.Pik Dankova英 国隊―
Dr.P.Knott、 キルギス CIS

西Kokshaal咽 ooのPik Dankova(5982m)地 域で
の新ルー ト開拓・初登攀 (640)

45.Siruanch氷 河 2001-
C.Knowies、 インド・ Nanda Devi Grp E

Chalab West(6160m)の初登頂 (640)

合計  27,170

Chliyaruqu (6104nl)初 登頂 (440)

20.IBroken口「ooth 2001'葉 :[コ臓猿―

G.Hornby、 アラスカ USA
Broken■ooth(2749m)の 東ピラーの初登攀と北
の未踏峰の初登頂 (540)

21.ア ラスカFake氷河2001-
M.F:etcher、 アラスカ USA
(G‐lacier Olne Cirque(aka iFake Glacieri)か らの

探検と初登頂 (740)

22日 (Cathedral Mountains 2001-

Dr.B.Davison、 アラスカ USA
Cathedral Mountainsの未踏の主氷河の谷から探

査と初登頂 (740)

23.湖水地方Quimisa Cruz 2001-

P.P!att、 ボリビア・コルディエラ・キミサクルス

Khor Chumaの 東、Atorama Glacier北 西のピー

クの初登頂 (300)

24.コ ルデイエラ 0ブランカ2001ス コットランド隊

―  J.Currie、 ベルー

Santa Cruz Norte(5829m)東 壁の初登攀 (300)
25.Nampula Towersモ ザンビーク2001英国隊―
D.丁umbu‖、モザンビーク

Nampula州 のMlema Towers(500m～ 1000m)
の探検と初登攀 (540)

26.グ リーンランド2001ラ ンチェスター隊―

J.White、 グリーンランド・ Lindbergh

Lindbergh Mountainsの 探検と初登頂 (640)

27.Chakula 2001英国隊―
M.Ratty、 インド O Ladakh(?)

南東稜経由Chakula(6529m)の 初登頂 (440)
28.Arganglas 2001-

Sir C.Bonington、 イン ド O Saser Muztsgh

最高峰、Pk 6789mを 含むAngandas山 脈の探検
と初登頂  (690)

29.Loboche/」 A:71a Dablain―

J.Cartwright、  ネパール O Mahalangur― Barun
Loboche(6100m)」 ヒ壁とAma Dablam(6800m)
北西稜の直登 (740)

30.Reo Pugyilゴ ヒ壁2001-
Ms.J―Ann Clyma、 インドO Reo Pargia:Grp

Reo Puwil(6816m)北 壁の初登攀 (中止740)
31.西 IKokshaal―丁oo 2001英 1国隊一

D.Germrd、 キルギス CIS

未踏のKyokiar山 脈の探検と初登頂 (640)

32口 Tota‖y Forakered―

1.Parne‖、アラスカ USA
Kahiltna West(3912m),Denali(6194m),
Foraker(5305m)の 新ルー ト開拓 (640)
33口 Cymuボリビア 0アポロバンバ 2001-
0.丁homas、 ポリビア
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十
月
理
事
会

日
時
　
十
月
十
日
因
十
八
時
三
十
分
～

二
十

一
時

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］

大
塚
会
長
、
芳
賀
、
長
尾
、

村
井
各
副
会
長
、
西
村
、今
村
、
坂
井
、高

原
、
高
速
、
宮
下
、
鈴
木
、
黒
川
、
大

野
、
中
村
、
藤
本
、
河
西
、
鳥
居
、
小

川
各
理
事
、
内
田
、
古
市
各
監
事
、
平

林
、
宮
崎
、
宇
田
川
、
鯵
坂
各
常
任
評

議
員
委
任
　
松
原
理
事

【審
議
事
項
】

一
、
細
則
の

一
部
見
直
し
に
つ
い
て

（そ
の
二
）　
　
　
　
　
　
　
　
西
村

九
月
度
理
事
会
に
引
き
続
き
、
細
則

の
見
直
し
に
つ
い
て
審
議
、
様
々
な
視

点
よ
り
熱
心
な
討
議
が
な
さ
れ
た
。
主

な
見
直
し
事
項
は
、
①
役
員
改
選
の
手

続
き

（細
則
七
、
八
条
）
②
若
年
会
員

会
費
の
値
下
げ

（細
則
十
条
）
の
二
点
。

継
続
審
議

二
、
支
部
お
よ
び
役
員
の
英
文
表
記
の

見
直
し
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
西
村

九
月
度
理
事
会
に
引
き
続
き
検
討
さ

れ
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。
（カ
ッ
コ
内

は
現
行
）

①
支
部

・
∽
８
Ｌ
ｏ
ｏ

（”
「”
●
ｏ
Ｆ
）

理
由
と
し
て
支
部
は
会
社
の
支
社
、

営
業
所
と
違
い
、
自
由
度
の
高
い
、
し

か
も
地
域
に
よ
っ
て
あ
っ
た
り
な
か
っ

た
り
す
る
組
織
で
あ
り
、
”
「”
”
ｏ
Ｆ
は
な

じ
ま
な
い
。
世
界
の
山
岳
会
で
も
、
米

国
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な

ど
全
て
∽
８
威
ｏ
つ
と
表
記
し
て
い
る
。

②
会
長

・
「
「①
∽一Ｑ
８
け
（
〃
）

副剛
△バ
三
人
・
♂ぶ
Ｏ
①
電
）「①
∽一Ｑ
①
ｏ
一
（
〃
）

総
務
担
当
理
事

・
∽
①
の
「①
Ｓ
一便

（〓
〇
●
〇
「”
【く
∽
①
の
「①
ご
瞑く
）

財
務
担
当
理
事

ｏ
弓
「８
∽ｃ
「①
「

（〓
〇
コ
〇
「”
Ｊ
ヽ
弓
「①
”
∽」
「①
「）

図
書
担
当
理
事

・
∪
守
８
一ｏ
「

（〓
一〇
コ
〇
「”
一層
ヽ
ｒ
一σ
「”
「一”
Ｄ
）

『山
岳
』
『山
』
担
当
理
事

ｏ
”
Ｑ
言
ｏ
「

（〓
一〇
コ
〇
「”
Ｊ
ヽ
日
Ｑ
〓
０
「
）

そ
の
他
担
当
理
事

。
∪
守
８
一ｏ
「

（０
０
ヨ
ヨ
〓
８
）

酔叶ユ童
丁
・
＞ヽ
に
Ｑ
〓
〇
「
（
〃
）

諏
Ｈ‥一議
昌
（
・
０
０
Ｃ
Ｄ
ｏ
一一
（
〃
）

支
部
長

・
∽
８
Ｌ
ｏ
”
ｏ
Ｆ
Ｌ
「

（０
〓
”
一コ
ゴ
”
●
〇
「
”
「”
５
０
Ｆ
）

理
由
と
し
て
、
基
本
的
に
当
会
は
、

英
国
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
き
た
が
、
法

人
の
理
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
米

国
ス
タ
イ
ル
が
な
じ
み
や
す
い
と
判
断

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

三
、
ル
ー
ム
の
借
り
増
し
　
　
　
西
村

会
員
の
増
加
、
会
活
動
の
活
発
化
に

よ
リ
ル
ー
ム
の
面
積
が
不
足
し
て
き
て

い
る
。
先
月
、
同
建
物
の
三
階
の
一
室

が
貸
し
に
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
賃
借
し

ル
ー
ム
の
面
積
不
足
を
解
消
し

一
層
の

活
動
活
発
化
を
期
し
た
い
。
物
件
の
概

要
は
次
の
通
り
。

［物
件
］

サ
ン
ビ
ュ
ウ
ハ
イ
ツ
四
番
町

二

一
一
号
室
　
一
一Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
四
九

・
二

七
ボ

（
一
四

・
九
〇
坪
）

［賃
貸
条
件
］

賃
料
は
月
額
十
八
万
九

千
円
、
二
年
契
約
。
間
仕
切
り
壁
は
取

り
外
し
可
。

［使
途
］

高
原
理
事
を
チ
ー
フ
に
総
務

委
員
会
、
関
係
理
事
で
検
討
し
理
事
会

に
報
告
す
る
。

［予
算
］

村
井
財
務
担
当
副
会
長
よ
り

や
り
く
り
で
特
に
問
題
は
な
い
。
た
だ

し
、
入
会
者
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
健
全
収
支
と
な
る
旨
の
説
明
が
あ

っ
た
。
な
お
、
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て

は
別
添
資
料
に
よ
る
。
　
　
　
　
承
認

【報
告
事
項
】

一
、
平
成
十
三
年
度
秩
父
宮
記
念
山
岳

賞
審
査
状
況
に
つ
い
て
　
長
尾
副
会
長

第

一
回
審
査
委
員
会
を
九
月
二
日
に

開
催
し
た
。
四
件
の
応
募
が
あ
り
、
慎

重
に
審
査
を
行

っ
て
い
る
。
次
回
は
十

月
十
二
日
に
開
催
す
る
予
定
。

二
、
チ
ベ
ッ
ト
の
未
踏
峰

（仮
称
シ
マ

カ
ン
リ
峰
）
の
偵
察
に
つ
い
て
　
坂
井

九
、
十
月
に
実
施
予
定
だ
っ
た
偵
察

は
、
中
国
登
山
協
会
よ
り
世
界
的
政
情

不
安
に
よ
り
入
山
禁
止
に
な

っ
た
旨
の

連
絡
が
あ
り
延
期
す
る
。

三
、
二
〇
〇
二
年

「国
際
山
岳
年
」
日

本
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て
　
　
高
遠

標
記
委
員
会
（田
部
井
淳
子
委
員
長
）

が
、
各
山
岳
団
体
お
よ
び
関
係
団
体
よ

り
委
員
が
出
席
し
て
、
十
月
九
日
開
催

さ
れ
た
。
日
本
委
員
会
の
役
割
の
一
つ

は
、
各
団
体
が
実
施
す
る
行
事
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
。
　

ｎ

各
団
体
の
実
施
概
要
と
し
て
、
日
山
協
　
ω

は
青
少
年
の
自
然
へ
の
意
識
向
上
、
Ｈ

Ａ
Ｔ
‥
Ｊ
は
青
少
年
を
中
心
と
し
た
富

士
山
お
よ
び
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
Ｂ
Ｃ
に
お

け
る
清
掃
行
事
、
労
山
は
創
立
三
十
周

年
行
事
に
併
せ
て
「ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
」

等
の
計
画
を
予
定
し
て
い
る
。
当
会
は

来
年
度
事
業
の
中
で
自
然
保
護
、医
療
、

科
学
の
各
委
員
会
と
連
絡
を
と
り
な
が

ら
内
容
を
煮
詰
め
た
い
。

四
、
平
成
十
二
年
度
海
外
登
山
基
金
助

成
の
一
部
返
納
　
　
　
　
村
井
副
会
長

サ
ン
ル
ン
峰

（日
本
大
学
桜
門
山
岳

会
よ
り
申
請
が
あ
り
、
二
月
十
四
日
の

理
事
会
で
助
成
決
定
）
へ
の
入
山
許
可

△
〓

題
鷹
轟
圏

ニニ
■■■
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が
、
世
界
状
況
不
安
で
当
面
下
り
な
い

と
、
日
本
大
学
桜
門
山
岳
会
よ
り
連
絡

が
あ

っ
た
。
つ
い
て
は
交
付
済
金

（五

十
万
円
）
が
返
納
さ
れ
た
。

五
、
支
部
行
事
等
へ
の
参
加
に
つ
い
て

大
塚
会
長
、
村
井
副
会
長

①
二
〇
〇

一
世
界
岳
都
年
会
議
開
催
記

念
ア
ル
プ
ス
山
岳
館
特
別
企
画
展
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
ン
モ
ニ
ー
が
十
月
六
日
開

催
さ
れ
、
大
塚
会
長
、
西
村
が
出
席
。

②
第
十
八
回
全
国
支
部
懇
談
会
が
石
川

支
部
主
催
で
、
九
月
二
十
九
、
三
十
日
、

加
賀
市
片
山
津
温
泉
を
主
会
場
に
行
わ

れ
、
大
塚
会
長
、
芳
賀
、
村
井
両
副
会

長
、
古
市
監
事
、
高
原
理
事
が
出
席
し

た
。
総
数
百
七
十
七
名
、
全
国
二
十
支

部
よ
り
出
席
者
が
あ
り
盛
会
と
な
っ
た
。

六
、
資
料
等
使
用
、
名
義
後
援
許
可
願

い
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村

以
下
の
依
頼
に
対
し
て
許
可
し
た
。

①
大
町
山
岳
博
物
館
よ
り

「新

・
北
ア

ル
プ
ス
博
物
誌

―

山
と
人
と
博
物
館

―
」
（大
町
山
岳
博
物
館
編
、
信
濃
毎
日

新
聞
社
刊
で
平
成
十
三
年
九
月
末
刊

行
）
に
掲
載
す
る
武
田
久
吉
氏
の
写
真

な
ど
五
点
。

②
会
員
・小
田
直
美
氏
よ
り
、
雑
誌
『岳

人
』
本
年
十
二
月
号
の
中
の
記
事
に
当

会
所
蔵
の
書
籍

「日
本
南
ア
ル
プ
ス
」

な
ど
四
冊
の
外
形
写
真
を
掲
載
す
る
。́

七
、
各
委
員
会
報
告

総
務
委
員
会

・
高
原

平
成
十
三
年
度
の
新
入
会
員
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
十
月
二
十
七
日
０
午

後
二
時
よ
り
開
催
。
各
委
員
会
で
連
絡

事
項
が
あ
れ
ば
事
前
に
連
絡
を
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
委
員
会

・
高
原

当
会
の
自
然
保
護

・
環
境
保
全
に
関

す
る
取
り
組
み
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
十
月
中
旬
掲
載
す
る
。

財
務
委
員
会

・
村
井
副
会
長

①
九
月
度
お
よ
び
半
期
の
会
計
報
告
並

び
に
各
委
員
会
予
算
実
施
状
況
の
報
告

（半
期
の
入
会
者
は
百
四
十
六
名
―
昨

年
百
四
十
名
）
。
ま
た
、
古
市
、
内
田
両

監
事
よ
り
、
今
年
度
前
半
期
の
監
査
を

本
国
行

っ
た
結
果
、
順
調
に
推
移
し
て

い
る
と
の
報
告
も
併
せ
て
あ

っ
た
。

②
ペ
イ
オ
フ
対
応
に
つ
い
て
次
回
の
財

務
委
員
会
で
検
討
す
る
。

③
ア
ル
バ
ー
タ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
二
〇
〇

〇
の
最
終
収
支
計
算
書
が
報
告
さ
れ
た
。

集
会
委
員
会

・
朴
元

「白
神
山
紅
葉
と
キ
ノ
コ
山
行
」
を
十

月
五
～
七
日
、
自
神
山
山
系
で
実
施
し

た
。
四
十
四
名
の
参
加
が
あ
り
、
青
森

支
部
の
皆
さ
ん
お
よ
び
地
元
岩
崎
村
、

鯵
ヶ
沢
町
の
協
力
で
盛
会
と
な

っ
た
。

会
報
編
集
委
員
会

・
今
村

①

『山
』
十
月
号
の
巻
頭
は
、
英
国
山

岳
会
の
「山
に
お
け
る
死
」
に
つ
い
て
。

②
文
字
の
大
き
さ
を

一
ポ
イ
ン
ト
大
き

く
し
た
こ
と
の
評
判
は
上
々
で
あ
る
。

③

「東
西
南
北
」
「報
告
」
欄
へ
の
投
書

に
つ
い
て
、
字
数
な
ど
原
稿
の
目
安
を

決
め
て
広
報
し
た
い
。

山
岳
編
集
委
員
会

・
高
遠

『山
岳
』
第
九
六
年
（二
〇
〇

一
年
）企

画
内
容
を
資
料
に
よ
り
紹
介
。
現
在
原

稿
を
印
刷
所
に
入
れ
、
年
次
晩
餐
会
に

間
に
合
う
よ
う
に
作
成
進
行
中
で
あ
る
。

資
料
委
員
会

・
鈴
木

第
五
回
全
国
博
物
館
等
連
絡
会
議
を

十

一
月
十
七
日
０
午
後

一
時
よ
り
当
会

会
議
室
で
開
催
す
る
。
過
去
四
回
の
開

催
に
よ
り
、
各
博
物
館
の
資
料
交
換
等

が
活
発
化
し
て
い
る
。

海
外
委
員
会

・
中
村

「「『
，
①
」”
り
”
Ｄ
①
∽
①
ゝ
Ｌ
り
一Ｄ
①
　
】／一Ｑ
≦
、∽
」

（創
刊
号
、千
部
発
行
）
に
対
す
る
世
界

関
係
者
の
反
応
は
概
ね
良
好
。
特
に
英

国
山
岳
会
、
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
財
団
、
カ

ナ
ダ
山
岳
会
、
韓
国
山
岳
会
、
Ｕ
Ｉ
Ａ

Ａ
、
南
ア
フ
リ
カ
山
岳
会
、
英

ｏ
米
の

山
の
雑
誌
編
集
者
な
ど
よ
り
賛
辞
の
反

響
が
あ

っ
た
。
次
号
の
予
定
内
容
に
つ

い
て
は
資
料
に
よ
る
。

科
学
研
究
委
員
会

・
藤
本

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「中
高
年
登
山
者
の

高
所
登
山
お
よ
び
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
を
科

学
的
に
考
え
る
」
を
十

一
月
十
七
日
０

午
後

一
時
三
十
分
よ
り
東
京
都
高
年
齢

者
就
業
セ
ン
タ
ー

「シ
エ
ア
ワ
ー
ク
東

京
」
で
開
催
す
る
。

自
然
保
護
委
員
会

・
芳
賀
副
会
長
、
河

西①
自
然
保
護
全
国
集
会
を
、
関
西
支
部

協
力
の
も
と
十
月
六
、
七
日
奈
良
県
大

台
ケ
原
で
開
催
し
た
。
全
国
か
ら
八
十

数
名
の
参
加
者
が
あ
り
、熱
心
に
講
演
、

討
議
が
な
さ
れ
た
。

②

「本
の
目
　
草
の
芽
」
四
五
号
を
発

行
し
た
。

山
研
運
営
委
員
会

・
小
川

上
高
地
の
自
然
の
環
境
教
育
を
中
心

と
し
た
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
お

よ
び
ガ
イ
ド
ウ
オ
ー
ク
の
実
施
に
つ
い

て
、
環
境
省
、
上
高
地
旅
館
組
合
よ
り

本
村
太
郎
管
理
人
に
依
頼
が
あ

っ
た
。

当
委
員
会
は
前
向
き
に
と
ら
え
、
来
年

度
よ
り
試
験
的
に
取
り
組
む
予
定
。

■
会
員
異
動

物
故
山
川
　
力

（七
四
九

一
）
０ｌ

ｏ

船
越
好
文

（
一
九
四
六
）
０ｌ

ｏ

篠
田
公
平

（五
三
二
三
）
０１

・

根
一△
〓

近
藤
　
薫

（七
九
八
三
）

内
田
晴
之

（
一
一
四
九
二
）

1010 8

21104
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◆
第
二
十
三
回
山
岳
図
書
を
語
る
タ
ベ

図
書
委
員
会

横
山
厚
夫
さ
ん
が

『山
麓
亭
百
話
』

（上
中
下
三
巻
）
を
完
結
し
ま
し
た
。
こ

の
機
会
に
豊
富
な
話
題
を
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
形
式
で
う
か
が
い
ま
す
。

日
時
　
平
成
十
四
年

一
月
二
十

一
日
囚

十
八
時
三
十
分
よ
り

場
所
　
日
本
山
岳
会
集
会
室

講
師
　
横
山
厚
夫
氏

演
題
　
横
山
厚
夫
さ
ん
に
聞
く

◆
八
海
山
ス
キ
ー
懇
親
会
集
会
委
員
会

恒
例
の
ス
キ
ー
懇
親
会
を
六
日
町
八

海
山
ス
キ
ー
場
で
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
二
月
九
日
０
～
十

一
日
０

費
用
　
二
万
五
千
円

宿
泊
　
六
日
町
八
海
山
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

定
員
　
四
十
名

集
合
　
現
地
集
合

・
解
散

申
込
　
一
月
十
五
日
ま
で
に
郵
送

・
フ

9xrl rcH r

イラスト・宇都木慎一

ァ
ッ
ク
ス
で
、
会
員
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
を
明
記
し
高

橋
聰
宛

（〒

一
〇
二
‥
○
〇
七

二
東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
二

‥
一
二
‥
一
〇
　
豚
〇
三

‥
三

二
三
二
‥
〇
九
〇
八
　
Ｅ
メ
ー

ル
‥
∽一〇
◎
〇
ユ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
の
コ
・Ｄ
の
こ
り

◆
講
演
会

「自
然
の
浄
化
能
力
」

科
学
委
員
会

土
壌
細
菌
に
よ
る
糞
尿
や
ト
イ
ン
ツ

ト
ペ
ー
パ
ー
の
分
解
の
早
さ
な
ど

「山

の
ト
イ
ン
問
題
」
を
考
え
る
際
の
参
考

と
な
る
自
然
の
浄
化
能
力
に
つ
い
て
話

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
　
二
月
十
五
日
０
十
八
時
三
十
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
集
会
室

講
師
　
隅
田
裕
明
氏

（日
本
大
学
生
物

資
源
科
学
部
助
教
授
）

問
合
せ
　
織
方
郁
映

（肌
〇
三

‥
三
四

一
六

‐
二

一
六
九
）

◆
関
西
支
部
住
所
変
更
の
お
知
ら
せ

新
住
所
　
〒
五
三
七

‐
○
〇

一
四

大
阪
市
東
成
区
大
今
里
西
二
‐
五

‥
一

一
一　
大
阪
セ
ル
ロ
イ
ド
会
館
内
　
肌
＆

豚
〇
六

‥
六
九
七

一
‥
八
〇
六
七

田
■
国

１０
月
１
日
　
総
務
委
員
会

２

日

３

日

４

日

９

日

１０

日日

２４

日
22 19 18
日 日 日

17 16
日 日

12 11
日 日

2327 26 25
日 日 日

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ツ
チ
ク
ラ
ブ

山
研
運
営
委
員
会
　
高
所

・
海

外

・
青
年
部
ほ
か
合
同
委
員
会

会
報
編
集
委
員
会

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
　
山
岳

地
理
ク
ラ
ブ

常
務
理
事
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

理
事
会
　
常
任
評
議
員
会
　
つ

く
も
会
　
９７
同
期
会

学
生
部
　
山
の
自
然
学
研
究
会

秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
審
査
委
員

△バニ
火
会
　
学
生
部
　
００
会

三
水
会
　
山
研
運
営
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
委
員
会

ジ
ャ
ッ
ク
９３
会

科
学
委
員
会
　
資
料
委
員
会

財
務
委
員
会
　
青
年
部

総
務
委
員
会
　
図
書
委
員
会

科
学
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会
　
９６
同
期
会

総
務
委
員
会
　
フ
イ
ル
ム
ビ
デ

オ
委
員
会
　
長
期
改
善
計
画
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

青
年
部
　
学
生
部
　
９８
同
期
会

緑
爽
会

新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン

２９
日
　
ト
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
小
委
員

△バ

３０
日
　
自
然
保
護

・
山
研
合
同
委
員
会

１０
月
来
室
者
６６２
名

¨
編
集
後
記
¨

●
過
日
、
東
京
近
郊
の
高
尾
山
に
紅
葉

狩
に
い
っ
て
き
ま
し
た
。
少
し
盛
り
を

過
ぎ
て
は
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
鮮
や
か

な
紅
葉
を
十
分
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

好
天
の
休
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
大
勢

の
ハ
イ
カ
ー
で
大
混
雑
と
い
う
状
態
で

し
た
が
、
時
期
、
場
所
の
せ
い
も
あ
る

の
で
し
ょ
う
が
、
来
て
い
る
人
の
高
齢

化
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
皆
さ

ん
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
山
歩
き
を
心
か
ら
　
鉤

楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。
　
　
　
　
曖

●
今
年
の
冬
は
雪
の
訪
れ
が
例
年
よ
り

早
く
北
ア
ル
プ
ス
で
は
秋
山
の
予
定
が

ラ
ッ
セ
ル
が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

注
意
し
て
冬
山
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

（今
村
　
千
秋
）
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